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 (1) 事業の目的・教師海外研修の目的 
 

開発教育に熱心に取り組んでいる小学校・中学

校・高等学校・特別支援学校等の教師（以下「教師」

という。）を対象に、指導者研修等の国内研修および

JICAが支援している国への教師海外研修を有機的に

組み合わせた上で実施し、各国の置かれている現状

と日本との関係（国際協力を含む）への理解を深め、

その成果を、次代を担う生徒の教育に役立てて頂く

こと、また、研修参加後、JICA 国内機関と協力し、

教育現場で開発教育を推進する中核となるような人材を育成することを本事業の目的としている。 

この事業の目的を踏まえた教師海外研修の目的を次のとおり設定している。 

 

海外研修のテーマを「持続可能な開発」とし、教師の皆さんが、パラグアイ・エチオピアの

暮らしや社会、JICAの協力活動等の体感を通じて、人類の多様性、心の同一性、問題点、課題

を解決するために必要なことなどを調べ考え、その経験を共通の教材にし、日本の児童・生徒

への開発教育・国際理解教育に活かしてもらうことを目的とする。 
 

パラグアイ・エチオピア現地研修の学びの視点 

 

１．訪問国に肯定的 
に出会う 

◇ 世界の多様性を知り、多様な人やものと出会うこと・交流するこ

との楽しさを伝える。 

◇ 多角的に肯定的に相手国と出会い、人の顔が見え、つながりを感

じられるようになる。 

２．日本と訪問国との 
つながりや同一性
を理解する 

◇ 地球規模で進むグローバル化の恩恵と課題を理解し、日本とパラ

グアイ・エチオピアとのつながりに気づき、つながりを築く。 

◇ 国や人の多様性だけではなく、共通するものがあること（同一性）

を理解する。 

３．共に考え・共に越 
える共通の課題の
解決をめざす 

◇ 相手を知ることで自国（自分）をふりかえり、互いの誇りや課題

を確認する。 

◇ 共に学びあい、知り、考え、気づき、よりよい未来を共に築く入

り口を提供する。 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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 (2) 開発教育指導者研修（実践編）全体のねらい 
 

教師海外研修は、JICA中部が行う開発教育支援事業のうち、下記内容の「開発教育指導者研修（実

践編）」（以下「指導者研修」という。）の特別プログラムとして位置づけ、実施するものである。 

教師海外研修受講者は、全４回の指導者研修および開発教育・国際理解教育実践報告フォーラム

2018（以下、実践報告フォーラム2018）に参加し、パラグアイやエチオピアで得たものを同研修に

も還元し、相互に学び合うことをねらいとしている。 

 

テーマ「ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）とグローバル人材」 

 開発教育・国際理解教育の目的・内容・進め方と、ESD を始めとする他の教育との関連性を理
解する。 

 「知り・考え・気づく」場の提供と、「自己肯定感」「コミュニケーション力」「参加・協力」の
力を育てることを通して、人の行動変容を支える「参加型」についての理解を深め、習熟する。 

 人がよりよく学び、よりよく変わることに寄り添う「ファシリテーターの役割」とそのための
手立てを確認し、習熟する 

 3回までに学んだことを基に、各自の現場で開発教育・国際理解教育のプログラムを実践し、そ
の成果と課題を第4回に持ち寄り共有し、よりよい質の教育（BQOE※）につなぐ。 

 1年間に及ぶ本研修の成果を、仲間と共に一般の人々に向けてフォーラムで発表することを通し
て、次なる担い手を増やし、「学びの好循環」を作る。 
 

 ◇ 第１回：『 開発教育・国際理解教育のめざすもの 』 

 ◇ 第２回：『 開発教育・国際理解教育にできること 』 

◇ 第３回：『 開発教育・国際理解教育のすすめかた 』 

◇ 第４回：『 開発教育・国際理解教育をつなげよう 』 

◇ 実践報告フォーラム2018『 ヒントが見つかる！仲間に出会える！ 』 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

BQOE…Better Quality of Education 
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 (1) 派遣国  
 

本年度は、派遣国をパラグアイとエチオピアとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 現地研修における訪問先
 

パラグアイとエチオピアの現地研修における現地スケジュールと訪問主要都市地図をP.4～6に

示した。 

訪問先の選定にあたっては、JICA、運営委託先であるNIED・国際理解教育センター、現地研修

同行ファシリテーターを交えて検討を行った。 

手順としては、現地研修の学びの視点を満たす主要テーマを設定し、各国の概要、過年度の研修

の訪問実績および現在のJICAの活動を踏まえ、在外事務所と調整しながら、最終的な主要テーマ

を下表のとおり設定し、それに沿った訪問先に決定した。 
 

学びの視点ごとの主要テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ．教師海外研修の概要 
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パラグアイ現地研修の訪問スケジュール 

 
 

07:40  NH338/1h10m 08:50 7h15m 16:05
UA006/12h10m 14:15 7h30m 21:45 UA105/10h05m   

 
 

09:50 1h50m 11:40  G37480/2h00m  12:40  
JICA  

1h30m  
  @  

 
 

 

 
 

3.2h  
  3946  

0.7h  
  

1.7h  

 

 
 

 
 

 4.5h   
 

 

 
 

 0.7h 

 11:45  

 
 

 
 

 13:00 
@  

 

 
 

    
  

 4.0h   
 

 
 

  
1.0h  

 1  
2 3  

  2.5h  

 
 

 

 
 

 2.0h  
   
  

 

 
 

  
 

  
   

 

 
 

  

 JICA  
 

 
 

  
13:20 G37481/2h00m 16:20 4h50m 21:10  

 
 

 
 

UA104/10h20m 05:30 5h05m 10:35 UA007/13h25m  
14:00 3h05m   

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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エチオピア現地研修の訪問スケジュール 

 
 

15:00  /3h30m  18:30 5h10m
23:45 EK317/10h05m   

 
 

04:50 5h40m 10:30 EK723/4h05m  13:35  
-1 JICA @  

 
 

-2 JICA  
 Sabahar  
  
 2000 Habesha Cultural Restaurant  

 
 

 @JICA  
  

   
Ethiopia KAIZEN Institute EKI TVETCollege 

 
 

ET200 7:30 8:30  
1.5h 1.0h  

   

 
 

  
  
  

17:00 18:00  

 
 

  
  

15:55 17:00   
-1    

 
 

  1.0h  
-2   
-1  

 
 

-2  
  1h

 
15:05 16:45  

 
 

   
   
  

 
 

 
  
 JICA  

 
 

 JICA  
15:55 EK724/4h10m 21:05 5h25m  

 
 

03:30 EK316/9h10 19:10  1h50m  
/3h30m  22:30  

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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パラグアイ現地研修の訪問先主要都市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エチオピア現地研修の訪問先主要都市 

 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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 (1) 応募資格と参加条件 
 

①～③を募集資格とし、④～⑩をすべて満たす者を参加資格とした。 

 

① 応募および研修参加時点で愛知県、岐阜県、三重県、静岡県の国公立、私立の小学校、中

学校、高等学校、中等教育学校、高等専門学校、特別支援学校の教員または教育委員会の

指導主事等であること。 

② 所属する学校の校長（教育委員会であれば所属長）の推薦があること。 

③ 原則、JICAが実施している教師海外研修、ボランティア、専門家、国際協力レポーター（ODA

民間モニター）等JICAから海外に派遣された経験がないこと。 

④ 教師海外研修の趣旨・目的を十分理解し、同研修の実施および以後JICAが実施する開発

教育支援事業に協力可能であること。 

⑤ 授業やクラブ活動で開発教育を実践していること、また今後実践する予定にあること。 

⑥ 国内で実施される研修・説明会および海外研修の全行程に参加可能であること。 

⑦ 派遣国の事情（道路状況や衛生環境等）を勘案した上で、全研修行程に参加するに耐えう

る健康状態であること。 

⑧ 帰国後、所属長の承認を得たうえで、1) 所定の期日内に海外研修報告書を提出すること、

2) 本研修の定めた期間内に所属校において授業実践を行い当該授業の実践報告書を提出

すること、3) これら提出物を報告書冊子やJICAウェブサイトなどで一般公開されること

に同意すること。 

⑨ 本研修の事前および事後連絡における効率化のため、パソコンメールアドレスでの連絡が

可能なこと。 

⑩ 参加者メーリングリストなどでの情報共有に賛同いただけること。 

 

 (2) 選考 
 

書類審査および面接審査を行い、最終選考の結果、受講者16名を決定した。 

 

 (3) 研修受講者 
 

◇同行者を除く16名（パラグアイ8名、エチオピア8名）の属性 

性別：女性11名、男性5名 

         年代：20代4名、30代9名、40代2名、50代1名 

           地域：愛知10名、岐阜1名、三重3名、静岡2名 

           校種：小学校7名、中学校4名、高等学校4名、特別支援学校1名 

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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パラグアイ派遣受講者および同行者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エチオピア派遣受講者および同行者 

 

 

 

 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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1

2

3

4

5

6

7

8

9
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 (1) 研修全体の流れと研修・説明会の日時・場所等 
 

次のような年間を通じた流れで、開発教育指導者研修（実践編）および教師海外研修の各研修・説

明会等の日時・場所等は、下表のとおり行った。 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

第1回 第2回 第3回 第4回 

実践報告フォーラム 事前研修 

研修報告書提出 

実践報告書提出 

実践報告シート提出 

選考後 
説明会 

出発前 
説明会

事後研修 

各研修・説明会等の日時・場所等 
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研修全体の内容  

Ⅰ．教師海外研修の概要 



 

11 
 

Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［選考後説明会］ 

  

 
◇ 教師海外研修の目的・内容、受講者に期待されていることなどを確認する。 

◇ 共に学び合う仲間として、知り合い、訪問国への関心や授業等実践構想を共有する。 

◇ 海外に行って学んでくる私たちが担うミッションを、自分たちの言葉で表し共有する。 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［選考後説明会］ 

１）そのままを楽しむ 

２）パラグアイも日本も伝える 

３）五感をフル活用 

４）広げよう友達の輪 

５）終わらせないトドス 

６）『チームパラグアイ』（つながる･楽しむ･

助け合う） 

７）事前準備をバッチリと 

８）吸収力MAX↑↑ 

９）伝わる授業･深まる授業 

10）国際理解教育の実践モデルになる 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 

 

 

１）エチオピアを丸ごと好きになる！ 

２）たくさんの人とモノに出会う！ 

３）常にアンテナを高くして感動を共有する！ 

４）心も身体も元気にみんなで帰国する！ 

５）様々な視点を持ち、自分の言葉で伝える！ 

６）研修の全てを楽しむ 

７）力を合せて教材収集 

８）研修で出会う全てのことを肯定し、日本の

良さに気づく 

９）一人でも多くの人に伝える（生徒･保護者･

地域の人･研修仲間） 

10）愛をもってつながりを深めよう！ 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］ 

 
◇ 訪問国のJICA事業および訪問先の詳細な情報を共有する。 

◇ 海外研修の経験を授業につなげるための教材のテーマ、収集方法を検討する。 

◇ 現地で行うチームの役割分担、役割係ごとの内容を検討する。 

◇ 海外研修の準備・留意事項（フライト、持ち物、健康・安全対策など）を確認する。 

 

 

１．開会【全体】 

２．アイスブレーキング【全体】 

３．JICA事業及び各国の援助重点分野【全体】 

４．海外研修の訪問国・訪問先情報の共有【国別】 

５．海外研修を生かした教材化の視点の確認 【全体】 

６．海外体験を授業につなげるための計画①／個人作業【国別】

休憩  

７．海外体験を授業につなげるための計画②／チーム作業【国別】

８．フライト関連情報【国別】 

９．事務連絡【全体】 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

10．朝の体操【国別】

11．海外体験を授業につなげるための計画③／チーム作業【国別】

12．子どもたちとの交流＆チームでの役割の検討【国別】 

13．参加の準備や注意事項 【全体】 

14．最終調整、事務連絡【全体】 

ODA JICA
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習者の学びの柱 設定したテーマ（パラグアイ｜エチオピア） 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［出発前説明会］ 

  

 
◇ 海外研修の最新情報について共有し、出し物・お土産・情報収集などの最終調整を行う。 

◇ 気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけを決め、結団し、出発する。 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［出発前説明会］ 

 

       

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

       

 
 
 
 
 

 

 

① Be ポジティブ 

② みんなで一緒にホウレンソウ 

③ リスペクト 

④ お互いを思いやろう 

⑤ 心の余裕 

⑥ シェアしよう 

⑦ オープンに 

⑧ ラ・ファミリア 

① あいさつしよう！マナーを守ろう！リスペクトしあお

う！ 

② SOS！困った時は困ったと言おう！ 

③ みんな仲良く笑顔で過ごそう！ 

④ ポジティブに考えよう！行動しよう！声を掛け合お

う！ 

⑤ 一期一会の機会を大切にし、積極的に英語とアムハラ語

で話そう！ 

⑥ たくさん聞き、たくさん言葉にしていこう！ 

⑦ みんなで相談して決めよう！ 

⑧ 予想外の事態でも協力して解決し、すべてを楽しもう！ 

⑨ よく寝て健康第一でいこう！ 

⑩ 学校の子どもたちや授業をイメージしながら教材収集

しよう！ 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］ 

◇ 海外研修で集めた情報を使ったアクティビティのアイデアを共有する。 

◇ 教師海外研修で学んだこと・得たことを基にした個人の授業実践プログラムを作成し、 

評価指標の活用、相互提案などを通してより実践的な内容に深める。 
◇ 実践報告フォーラムでの海外研修報告の準備を行う。 

 

 

１．事後研修のねらいとスケジュールの確認 【全体】 

２．アイスブレーキング【全体】

３．情報収集した教材の共有・活用法提案【訪問国別】 

 

４．授業実践プログラム作り①（ねらいの設定）【訪問国別】 

５．授業実践プログラム作り②（プログラムの試作）【訪問国別】 

６．指標による授業実践プログラムの自己評価【訪問国別】 

７．授業実践プログラムの発表・相互提案【訪問国別】 

 

８．授業実践プログラム作り③（評価・提案を受けて再検討） 

【訪問国別】

 

９．事務連絡【全体】 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］ 

 

 

10．アイスブレーキング 【訪問国別】 

 

 

 

11．授業実践プログラム作り④（最終まとめ）【訪問国別】 

 

 

 

12．授業実践プログラムの展覧会【全体】  

 

13．授業実践プログラムの発表＆提案会①【ミックス３グループ】  

 

 

14．授業実践プログラムの発表＆提案会②【ミックス３グループ】 

 

 

 

15．提案を受けた授業実践プログラム改善 【ミックス３グループ】  

16．実践に向けての私宣言！＆エール【訪問国別】  

17．フォーラムでの教師海外研修報告の検討【訪問国別】  

18．事務連絡 【全体】  
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］ 

●● 開発教育・国際理解教育における「学習者の学びの３つの柱」に関する指標 

指標① 柱１：学習者が、「訪問国に肯定的に出会う」次のような学びがあるか。 

指標② 柱２：学習者が、「日本と訪問国とのつながりや同一性に気づく」次のような学びがあるか。 

指標③ 柱３：学習者が、「共通の課題について共に考え・共に越える」次のような学びがあるか。 

● 学習者主体の参加型、収集教材の活用に関する指標 

指標④ プログラムに流れがあり、気づきから行動へとつながるものとなっているか。 

指標⑤ 学習者が、主体的に考え、学習者同士が学び合えるような問いかけや手法となっているか。 

指標⑥ 現地で収集・整理した教材が効果的に活用されているか。 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］ 
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Ⅲ．パラグアイ現地研修の様子と受講者の学び 

※ 現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。 
なお、訪問先の番号は、4ページの現地行程表の番号と一致させている。 

［ 7／26 (水) ］  

①JICAパラグアイ事務所ブリーフィング 
 

JICA パラグアイ事務所の吉田所長に「日本から一番遠い首都アスンシオンにようこそ。」とあたたかく迎

え入れていただき、お話をしていただいた。特に印象に残っているのは、「パラグアイの歴史の一部に日本

がかかわっている」「この歴史を経て、パラグアイは日本に対して、親日といわれる以上の敬意がある」「こ

の敬意が日本に住んでいる人に伝わっていない」というお話である。1936 年に初めて日本からの移民があ

り、今も存在している日系社会。われわれ日本人の先人たちが築いてきたパラグアイとのつながり。キラキ

ラと輝くパラグアイの子どもたちの表情。これからの2週間の学びが本当に楽しみとなるお話をたくさん聞

くことができた。また、村上所員から、地理・気候、通貨、治安・

安全、交通、健康、政治・経済、歴史など、パラグアイでの滞在

について説明を受けた後、パラグアイにおける JICA 事業につい

て、技術協力、有償資金協力、無償資金協力など、多岐にわたる

支援の概要を説明していただいた。（大澤健人） 

［ 7／26 (水) ］  

②ニャンドゥティ制作 
 

パラグアイ到着後、初めてのホテルにバンが到着した。眠い目をこすりながら中に入ると、そこには色

鮮やかなニャンドゥティが置かれていた。細い糸と太い糸、カラフルなものと単色なもの、ピアスからテ

ーブルクロスまで、様々な組み合わせに加えて手作りだからこそ同じものはひとつもないニャンドゥティ

に、飛行機の疲れは吹き飛び、私たちは大興奮しながらどれにしようか選び出した。だが、作り手の方か

ら話を聞くことによって、いつもの自分中心の買い物から、生産者側を考える買い物となった。驚いたこ

とは3つある。1つ目は、100円ほどの安さのものでも制作時間が2時間ほどかかっていること。2つ目

は、ニャンドゥティの模様には220 種類ほどあり、その一つ一つに「太陽」「花」のようにモチーフがあ

ること。3 つ目は、パラグアイ国内での需要が減り、海外向け

に要望を受けて作っているため伝統的なカラフルカラーだけで

なく、受けのよい単色の作品が多くなってきていること。一つ

一つに意味のあるこの伝統工芸品が、国内でまた脚光を浴びる

にはどうしたらよいか、フェアな価格で海外にアピールするに

はどうしたらいいのか、考えさせられた。（加藤侑子） 

［ 7／27 (木) ］  

③青年海外協力隊（小学校教育・現職派遣）活動 
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Ⅲ．パラグアイ現地研修の様子と受講者の学び 

赤土の校庭の、小さな学校を訪問した。最初の集会で、校長先生が我々を生徒に紹介してくださり、国

歌と歓迎の歌で迎えてくれた。お返しに、事前研修から練習をしていた島唄とソーラン節を披露した。そ

の後、生徒たちと長縄で交流した。一緒に身体を動かすとすぐに打ち解けられる点は、日本もパラグアイ

も共通している。ここでは青年海外協力隊の石川涼子さんと仲地康成さんのお話を聞くことができた。お

二人とも同僚との文化の差異に苦労しながらも、活動していた。今回の研修では、訪問する学校に事前ア

ンケートをお願いしていた。そのアンケートに一つ、気になる回答があった。「今、あなたは幸せですか？」

という質問に「幸せではない」と答えた子だ。「理由は苦しんで

いる人をたくさん目にするからです。例えば家がない人たちが

います。家族を欲しがっている孤児もたくさんいます。他にも

たくさんありますが、このような理由で私は幸せではありませ

ん」。また、彼女は「みんなが幸せになること」を自分の夢とし

て回答していた。彼女の夢を叶えるために、我々が出来ること

は何だろうか。（久保田真代） 

［ 7／27 (木) ］  

④青年海外協力隊（野菜栽培）活動 
 

カアグアス職業訓練校の生徒たちは、家族や自分の将来のことを大切にし、未来に繋がる今を一生懸命

に生きていた。皆、「自分の農場を持ちたい」「大学に行きたい」「獣医師になりたい」と具体的な夢を持

ち、そのために一回一回の授業を大切にして学んでいる姿に感心した。また、農業の授業を見たときは、

子どもたちが作っている、形の整えられた畑に驚いた。生徒たちに「雑草もなく、こんなにきれいに畑を

作っていてすごいね」と言うと、生徒たちは喜んで、他に雑草はないか、見つけようと探していた。そん

な生徒たちの素直な姿に私たちは自然と笑顔になった。そして、それは青年海外協力隊の太田さんを始め、

意識の高い先生の指導を生徒たちが真剣に学んでいるからだと

思った。子どもは大人を見て学ぶ、だから教師が心を込めて準

備して考えた授業は子どもたちの心に必ず届くことを再認識し

た。世界中どこにいっても、教師は子どもたちが楽しみながら

学んでいけるよう、自らが常に成長し続けて教えていかなけれ

ばならないことに改めて気付かされた。（榊原早織） 

［ 7／28 (金) ］  

⑤東部地域・酪農振興のための農業研修拠点の形成と人材育成支
援プロジェクト 
 

セパタール財団では、土壌の成分測定、種子の発芽率の研究、病原菌への抵抗性や遺伝子解析などの

研究・調査と、人材育成を行っている。肥料会社は化成肥料を売りたいがために、本来知るべき情報が

農家へ伝えていないことがある。財団では、化学肥料によって土壌成分を変えるだけではなく、堆肥や

炭、木酢を使ったりして物理的に土壌改良をしていくことの必要性を伝えたり、各農協の農業普及員に

向けて、生産性と品質の向上のための研修を行っている。ここでは主に次の2点について学んだ。1つ

目は、将来を見据えた研究に力を入れているということである。パラグアイではまだ遺伝子組み換えの
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Ⅲ．パラグアイ現地研修の様子と受講者の学び 

トウモロコシが多く流通しているため、遺伝子組み換えの種子の研究依頼もあるが、お金にはならない

非遺伝子組み換えの研究を続けている。生物の研究は結果が出

るまでに10年かかることもある。10年後には非遺伝子組み換

え作物が主流になることを見据えて研究を進めている。2つ目

は、農家の立場に立って仕事をすることである。今の農家に合

ったやり方で、一緒に考え一緒に悩んで取り組むことで、農家

は良い方向が見えると感心を示す。この姿勢は他の支援や教育

にも共通する考え方であると感じた。（野々山尚志） 

［ 7／28 (金) ］  

⑥ラ・パス日本語学校 
 

「人」「大地」――まさにパラグアイにふさわしい習字の授業を見せて頂いた。子ども達はみな工夫し

ながら一生懸命に取り組んでいた。授業の最後に掃除の時間があり、手際よく掃除道具を出し、雑巾を丁

寧に洗い、トイレを念入りに拭く姿には感動した。あの立派な子ども達の姿は忘れられない。この学校で、

日本文化とともに、挨拶、時間を守ること、整理整頓を子どもたちは学んでいる。先生方は、子ども達が

日本語を学んで良かったと将来思えるようにと願っている。しかし、家庭でスペイン語中心の子どもも多

く、クラスの中で子どもの日本語力に差があり、授業には課題もあるようだ。日本語学習に関する保護者

の考え方の違い、日本語教師の不足などの課題もある。また中

学卒業後に日本語学習が途切れるため、日本語を習得して活躍

できる場がより多く必要とされている。子ども達の家族はみな

が知り合いだという。日系人の繋がりは強く、お互いを最もよ

い形で手助けすることができるのだという。「大きな家族だ」と

いう言葉が印象的だった。（箱山園江） 

［ 7／29 (土) ］  

⑦ラ・パス日本人会 
 

入念に身なりを整え、部屋を出た。これから訪れる日本人会へ表敬するためだ。会長の田岡さんは日系

1世としてパラグアイを切り拓き、現在の日系社会の形成と、パラグアイの発展に大きく貢献されている。

出会ってまもなく私たちの緊張をジョークでほどいてくれる温かさや、話し方や内容から伝わる謙虚な人

間性に私たちは惹き付けられた。これまでの移住地の歴史や、活動の内容、苦労したことなどを聞いた。

話の端々に「JICAやパラグアイの人たちのおかげで」とおっしゃっていたのが印象的だった。パラグアイ

に日本が親しまれているのは、こういった姿勢で活動されてきたからだと実感した。最も印象に残ったこ

とは、課題と向き合い、子どもたちの未来を良くしようという強い想いを感じたことである。日本語学校

の先生は奉仕的な活動だということや、先生不足、日本語を必

要としなくなってきている現状などの課題を教えてもらった。

また、日系社会の課題だけでなく、パラグアイの貧困や教育格

差についてなど、広い視野から子どもたちの未来を考えている

姿に感動した。（濱田蒼太） 
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［ 7／29 (土) ］  

⑧トリニダ遺跡 
 

パラグアイに来て初めての、世界遺産でもある観光スポット

にやって来た。遺跡の案内係の方が、「トリニダ遺跡は、カトリ

ックの教えを広めるために、スペインのイエズス会がパラグア

イに作った30の宣教村のうちの29番目に作られたものである。

文字をもたないパラグアイの先住民であるグアラニー族に宗教

的な教えを広めるだけでなく、政治や文化、社会教育なども伝

えるために入って来た。イエズス会が力をもち、パラグアイで

独裁をすることを危ぶみ、スペイン国王によって追放されるまでの間、村を築き上げてきた。村では、先

住民は奴隷ではなく、協同作業や自分たちが作ったものを良い値段で売ってお金を稼ぐ知恵などを宣教師

から教わった。」ことなどを丁寧に説明してくれた。特に、「グアラニー族はアジア系の民族であるため、

「イポナ」という言葉の意味は韓国語でも同じ意味である。また、蒙古斑がグアラニー族にもあり、パラ

グアイ人の中にも先住民の血が強い人は、蒙古斑が出る。昔は歯を茶こし代わりにテレレを飲み、吸った

時の音が「テレレ」と聞こえたことから、テレレとなった。」ことなどは、とても興味深かった。（脇田佐

知子） 

［ 7／29 (土) ～ 7／30 (日) ］  

⑨ホームステイ 
 

  パラグアイの人たちは「人とのつながり」を大切にする人たち

だった。「家族」「親戚」「友人」･･･自分と繋がった人たちは皆、

大切な人だというのだ。見ず知らずの日本人を温かく迎えてく

れたことからも、それが事実であることが分かる。ホームステ

イ先の家に到着後、すぐ始まったテレレの時間。一つのコップ

をみんなで回して飲むため互いの距離も必然的に近くなる。の

んびりと周りの自然を見て音楽を聴きながら「家族」との時間

を楽しんだ。お父さんから「心に余裕があれば、人に優しくできるんだよ。」と言われ、自分の日本で

の余裕のない日々で逃しているものがあることを知った。また、結婚後 20 年を経過しているのにかか

わらず、お母さんは「この人は私のことが大好きなのよ。」と言い、それに対してお父さんは「ああ、

とても愛している。」と言い合う夫婦。時間的な問題だけでなく、家族に愛されていることを自覚して

いるからこそ、心に余裕があり、人に優しくできるのだと思った。（加藤侑子） 

私がお世話になったのは、ラ・パス移住地内のお宅であった。

パパが日本人移住者（6 歳のとき、家族でパラグアイに移住）

で、ママがパラグアイ人の家庭である。娘さんは少し離れた市

に旦那さんと子どもたちと暮らしている。息子たちは日本に住

んでいるそうだ。人生初のホームステイにとても緊張していた

が、お手伝いさんも含めて皆とても優しく、身振り手振りや拙

いスペイン語をなんとか理解しようとしてくれた。テレレを飲
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みながら折り紙をする、のんびりとした時間は本当に素敵だった。言葉は交わさずとも、同じ時間を同じ

空間で過ごすことの大切さを実感した。全く同じ形ではなくとも、忙しさの中で人の大切さを感じられる

ような時間や経験を、生徒たちや日本の人々にもしてほしいと思う。娘さん夫婦は夜景の綺麗な場所や遺

跡へ連れて行ってくれて、パラグアイを満喫できるよう気を遣ってくれた。娘さん夫婦は、娘（パパママ

からすると孫）の 15 歳の誕生日（来年！）に日本に来るそうなので、そのときに会おうと約束をしてい

る。見知らぬ日本人を家庭に受け入れてくれたホームステイ先含め「人の温かさ」を強く感じた一日だっ

た。（久保田真代） 

テレビはなかった。お湯は少ししかでなかった。けれど、最

高に「ぜいたく」だった。ぜいたくというと、お金があって、

モノがたくさんあって便利な生活と思い描いていたけれど、こ

のホームステイで全く違う「ぜいたく」にたくさん出会った。

私たちのことを家族として温かく迎え入れてくれたゲレニョさ

ん一家。自己紹介などしているうちに、外出していた家族が帰

ってくる。すると、ハグやキス、握手をして喜び合う。食事は

必ず一緒にとり、テレレやマテ、ビールを回し飲む。そのたびに会話が生まれ絆が深まる家族だんらんの

時間。みんな家族は宝物だと言い、家族との時間を非常に大切にしていた。私はそんな時間に心満たされ、

ぜいたくだと感じた。また、親戚の家や牧場など、どこに行っても温かく迎え入れてくれた。誕生日には、

親戚みんなが集まって祝うようだ。翌日は「友情の日」と呼ばれる日であり、友達も家族みたいに集まっ

て、一緒に食事をとりプレゼントを贈り合う。人の温かさにふれ、つながりを感じるぜいたくな時間だっ

た。夜、空を見上げると満天の星空。目に入るもの、感じることすべてがぜいたくだった。ぜいたくとは

何か。新たな価値観に出会えたホームステイだった。（濱田蒼太） 

［ 7／31 (月) ］  

⑩ラ・パス市総合コミュニティ開発事業（コミュニティ開発／ 
保健師／家政・生活改善） 
  

到着すると、市長さんが私たち一人ひとりに丁寧にあいさつをしてくださり、人と人との出会いを大切

するパラグアイの文化を味わうことができた。また、「ここに来ているJICAボランティアは責任感が強く、

親切で、ボランティア精神がある。だから帰ってほしくない。」と話していただき、グループ型派遣とし

て、ラ・パス市へかかわる高倉克佳さん、松田梓さん、塚口朋美さん、シニア海外ボランティアの一柳澄

男さんの活躍を実感できた。その後、地域の小学校、農協、保健所、日本人会などと協力しながら、生活

基盤の改善と所得向上に取り組む活動の様子や思いを聞かせて

いただいた。そのなかで、特に印象に残っているのは、松田さ

んの「学校で教員が介入しにくい分野、地元の人がしにくいこ

とだからこそ、海外から来た私たちがしたい。」という言葉であ

る。現地の人と一緒に考え、迷いながらも、さまざまな格差を

少しでもなくすために活動しているみなさんの表情はとてもあ

たたかく、いきいきとしていた。（大澤健人） 
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［ 7／31 (月) ］  

⑪青年海外協力隊とのワークショップ 
 

ラ・パス市総合コミュニティ開発で保健師として活動をしている青年海外協力隊の松田梓さんから話を

伺った。他の青年海外協力隊の方からも話を伺ったが、どの方もみな口をそろえて、「人間関係の構築が

とても重要」とおっしゃっていた。正しいと思っていることを押しつけて、昔からの習慣をいきなり変え

ようと思う人はいないし、反感をくらってしまう。そこで人間関係までこじれてしまったら、活動自体で

きなくなってしまう。「もうあいつにやらせるな」と言われてしまった松田さんは、ある方からこんな言

葉を言われたという。「早く行きたかったら一人で行け。遠くに行きたかったらみんなで行け。」一人でも

がいてもできることは限られていて、大きな目標を達成するこ

とは難しい。仲間がいれば、大きな目標を達成することができ

る。それから松田さんは、一緒に働く人たちとのコミュニケー

ションを大切にし、一緒に行うことを重要視するようになった

という。「それで大きな成果が出ているのか分からないが、私の

意見を大切に扱ってくれるようになった。」と話す松田さんは、

一人ではない仲間を得た顔をしていた。（加藤侑子） 

［ 8／1 (火) ］  

⑫農家のための金融包摂に向けた組織強化プロジェクト 
 

はじめに生田専門家から説明を受けた。パラグアイ人は貯金をする習慣がないそうだ。そこで、折りた

たみ貯金箱や貯金カレンダーを作る工夫をしている。価値観を無理矢理押しつけず、相手の視線での支援

の例をここでも知った。また日本・パラグアイ以外の国の力を使っての活動も行っている。チリやコロン

ビアの知見を参考にパラグアイでの実践をする、いわゆる南南協力への支援も行っているそうだ。その後、

支所で職員の方々にお話を聞いた。職員一人で約500人もの農家を相手にするが、事務所にあるのは最低

限の設備だけという大変な仕事であった。この仕事をする上で大切なことはコミュニケ－ション能力、そ

れによって信頼関係を築くことだと言われていた。関係を築くためには、相手の話をきちんと聞き、現場

に足を運ぶ。相手が困っているときは手助けする。「この人たち

は助けてくれる」という安心感があってこちらを信頼してくれ

る。ただ、何でもできるわけではなく「出来る範囲」で最善の

方法を「共に」考えていくことが大切であるというお話を聞い

た。これらはそのまま教員にも通じるところがあると感じた。

女性への支援も行っており、経済的自立の一歩となっている。

（久保田真代） 

［ 8／1 (火) ］  

⑬青年海外協力隊（コミュニティ開発）活動 
 

青年海外協力隊として生き生きと活躍している稲葉さんに出会った。稲葉さんの言葉で印象に残っている

言葉がある。「途上国の子どもたちは別に可哀想ではないんだよ。みんな楽しんで幸せに暮らしているよ。」

その後、小学生の子どもたちと一緒に新聞紙で紙袋作りをした。みんな、人懐っこく私たちを受け入れてく
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れ、紙袋作りでは物覚えも早くテキパキと制作をしていた。日本の子どもたちと何も変わらなかった。稲葉

さんの言葉の通り、子どもたちは楽しく幸せに暮らしていた。最後に稲葉さんに日本の子どもたちにメッセ

ージをいただいた。それは、「物事を多面的にみること。そのために視野を広げること。」という言葉だった。

私は、そのために一番大事なのは「教育」だと思った。裕福な子

も貧しい子も、日本の子もパラグアイの子も、学ぶことで平等に

視野を広げることができる。そして、私が今すぐにできることは、

クラスの子、日本の子に「生き続ける教育」をすることだと思う。

その子と関われる限られた時間の中で、最大のパフォーマンスが

できるような授業をする必要があると感じた。稲葉さんのように、

常に全力投球で。（榊原早織） 

［ 8／2 (水) ］  

⑭ゴマ加工品の生産管理技術の普及・実証事業 
 

アスンシオン大学の農学部種子研究所では、大学と民間企業が連携して生産管理技術の普及事業を行

っている。ゴマは元々綿花栽培をしていた農家にとっては、生産方法が近いので導入しやすく、手作業

で行わなければならない工程が多いので、小規模農家に委ねなければならない。この事業に携わってい

る方たちは、小規模農家が自立し、貧困が改善されることを目指していた。パラグアイのゴマは高品質

になり、輸出の際の純度もほぼ100％という管理体制ができている。しかし、生産したゴマのほとんど

は輸出しており、輸出できなかった分は鶏の飼料としていた。パラグアイ人の口に合う商品を開発する

ことで、国内で安定的に消費されるようになれば、農家が貧困

から脱出することができる。そのため、現在 7 商品のモニタ

リングを行っており、これから市場展開していくそうだ。私た

ちも試食させていただいたが、どれもとてもおいしかった。新

しいものを受け入れる文化がないパラグアイで、どれだけ受け

入れられるかがとても楽しみである。（野々山尚志） 

［ 8／2 (水) ］  

⑮カテウラ音楽団 
 

廃棄物の埋立処理場の近くにカテウラ音楽団はある。廃棄物

の中から作られた世界に一つしかないユニークな楽器から美

しい音楽が紡ぎだされていた。ここには輝く瞳の子ども達がい

た。練習が始まった頃に、温厚な風貌の男性が現れた。この音

楽団の創立者、ファビオ・チャベスさんだ。彼の目標は、助け

合い精神の世界、持続的に発展する私たちの世界を作ること。

その為に音楽を通じて感受性豊かな子どもを育てることだ。困

っている人がいたら必要なものを与えれば良いと一般的には考えがちだが、物を与えるだけでは人は変わら

ない。いろいろな国・音楽・感じ方を教えていく中で、意識・考え方を変えて子ども達の視野を広げてあげ

たいと彼は考えている。貧困による暴力や犯罪など子ども達を取り巻く環境は厳しいが、子ども達が自立し
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て生活できるようにする場所であり、困ったときに最初に相談に来る場所が音楽団なのである。ファビオさ

んの言葉は、とても分かりやすく穏やかで力強い信念に満ち溢れていた。貧困という大きな課題の解決に向

かう確かな希望の光を見ることができた。また、教師という仕事の使命を改めて痛感した。（箱山園江） 

［ 8／3 (木) ］  

⑯シニア海外ボランティア（自動車整備）活動 
 

学校に到着すると、パラグアイ伝統の帽子をもった生徒と先生方が出迎えてくれた。手に職を付け、一

年で卒業をするコースに通う生徒たちの年齢は様々であったが、学ぼうという意欲が高いように感じた。

シニア海外ボランティアの水野さんをはじめ、先生方もすぐに職に就けるよう一生懸命に教えていること

が伝わってきた。その後、情報科と建築科に通う生徒達に、事前にお願いしていた大切な物と将来の夢の

絵を活用して、クラスの仲間や日本の子ども達と共有するビンゴをした。日本の子ども達も挙げていた「家

族」「友達」が大切なものである子が多かったが、日本の子ども

達にはなかった「お母さん」や「自然」という回答があった。

理由を聞くと「困ったときにいつも助けてくれるから」「いつも

そこにあり、美しいから」とすてきな答えが返って来た。最後

に将来の夢を教えてもらい、活動の感想を発表し合った。「日本

の子ども達の夢も叶うといいです。」という発表をうなずきなが

ら聞く生徒達を見て、心が温かくなった。（脇田佐知子） 

［ 8／3 (木) ］  

⑰青年海外協力隊（服飾）活動 
 

ニャンドゥティ・アオポイ・エンカヘジュといった裁縫製品、皮革製品、陶器などの工芸品をつくる様

子を視察・体験させていただいた。1つ1つの作業が素早く繊細であり、たいへんな労力を要するものだ

った。青年海外協力隊の山川いずみさんは裁縫・洋裁技術の指導とともに、伝統的な工芸品をきちんと生

かすための支援をされていた。観光地化が進んでいない部分があり、こういった魅力的な技術や生産が趣

味の範囲を超えていかず、仕事としての価値（利益）を持ちに

くいということである。現地の人と同じ目線でよりよい持続可

能性を考えていく活動のなかで、「自分自身がパラグアイ人にな

ることの大切さ」に気づいたと話されていた。山川さんが心掛

けている「自分の意見を押し付けることなく、自分が学び、自

分を変えていく」姿勢というのは、国際協力だけではなく、さ

まざまな課題解決にもつながるものだと感じた。（大澤健人） 

［ 8／3 (木)  ］  

⑱白沢商工株式会社 
 

白沢商工株式会社の白沢社長の「自分のことだけを考えても長持ちしない。社会のためであれば、たと

え障害物があっても必ず道は開ける。」という言葉が、白沢社長の生き方を表現していると感じた。小規

模農家の貴重な収入源だった綿花の価格が低下した影響で、30 万家族が職を失う危機が起きていた。そ
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こで、小規模農家にゴマを生産してもらおうと交渉を続け、で

きたゴマは白沢会社で買い取りを保証することで信頼を得、他

の農家にもゴマの生産が普及していったそうだ。「今の世の中は、

悪いことや間違っていることがまかり通っている。反対に、正

しいことは時間がかかってしまうけど、最後は正しいことが勝

つと私は信じている。」日本の子どもたちだけでなく、大人にも

聞いてほしいメッセージだ。間違ったことが正しいとされる環

境は、どこかなんて分からない。でも、今自分のいる環境にとどまるのではなく、「そのコミュニティを、

その国を抜けて外から日本を、自分を見ることで視野を広げてほしい。」私自身の教訓でもあり、子ども

たちに伝えていきたい言葉である。（加藤侑子） 

［ 8／4 (金) ］  

⑲アスンシオン市内見学・教材収集 
 

大統領官邸に向かうバスを止めたのは、巨大な鉄格子と銃をもった警官だった。カルテス大統領が、農

民への債務補助法案に対して拒否権を発動させたことによる大規模な農民デモだった。格差に不満をもつ

大勢の農民たちが大統領官邸へ向けて行進していく様には、考えさせられた。私たちは迂回し、その場を

後にした。歴史を感じさせる柱で囲まれた通りは、ところ狭しと店が並んでいる。雨が降っても問題なさ

そうなコロン通りだ。数々のパラグアイを代表する伝統工芸品や、パラグアイをモチーフとしたマグネッ

トなどの小物が陳列されており、児童生徒にパラグアイを感じてもらうにはうってつけだった。他にも、

伝統工芸品を中心とした屋台が並ぶ公園や、サッカーユニフォ

ームを売る露店等で、教材収集を行った。また、本屋にも立ち

寄った。大量の教科書がここで売っていた。地方の小学校に訪

問した時、教科書は教師だけがもっているという状況を思い出

した。格差について考えさせられる場面であった。首都には格

差を考えさせられる場面が多くあり、子どもたちと一緒に悩み

考えられる教材を収集できた。（濱田蒼太） 

 

［ 8／4 (金) ］  

⑳JICAパラグアイ事務所報告会・懇親会
 

今までの振り返りを踏まえ、報告会を行った。パラグアイで学んだことはそれぞれに違う。自分を含め

10 人の視点から見たパラグアイ、研修成果を共有した。現地へ来たことで意識の変化が生まれており、

改めて体験することの重要性を確認した。研修はこれで終わり

ではない。私たちだけが学んで終わってしまっては意味がない。

地球規模の課題解決の一歩として、まずパラグアイで学んだこ

とを周囲へ伝えていくことが必要である。そしてよりよい未来

の為に何が出来るのかを考え、自身が学び続けること、将来を

担う子どもたちに伝え続けていくことをしなくてはならないと

感じた。懇親会ではアルパの生演奏やダンスの披露があり、大
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変盛り上がった。有り難いことに、現地でお世話になった青年海外協力隊やシニア海外ボランティア、専

門家の方々が参加してくれた。遠いところからわざわざ来てくれ、嬉しく思うと同時にこのつながりを大

切にしたい。研修中に聞けなかったことを沢山質問でき、有意義な懇親会であった。美味しい食事、素敵

な演奏、素晴らしい仲間と共に過ごす夜は、最高であった。（久保田真代） 

［ 8／5 (土) ］  

ランバレの丘 
 

研修最終日、ランバレの丘からアスンシオン市内を眺めた。

遠くにはゴミであふれかえったカテウラ地区が見えた。ゴミ山

の中には人が沢山いてトラックが行き交っていた。あの中に子

どもはどのくらいいるのだろう。カテウラ音楽団のことを思い

だした。そして、ランバレの丘でドライバーをしてくれたエミ

リオにみんなで島唄を歌った。「いつも君たちが歌っていた歌だ

ね。この曲好きだよ。」と言われてうれしかった。そして、日本

のお菓子と交通安全のお守り、みんなからの寄せ書きが書いてある扇子をプレゼントした。エミリオとは

スペイン語でしか会話ができず、なかなか話すことが難しかった。けれど、エミリオのユーモアとわかり

やすいジェスチャーで伝えてもらい、私たちはいつも笑わせてもらった。パラグアイに行くまで、英語は

世界共通語だと思っていた私は、パラグアイで英語が全く通じないことを知り、衝撃を受けた。もっとた

くさんの人と話したい、友達になりたい。そのためにいろいろな言語を学びたいと心から感じた。（榊原

早織）  

［ 全般 ］  

パラグアイでの食事
 

私たちが食事をした街のレストランは、ビュッフエスタイルのパラグアイ料理、ピザやパスタのある

イタリアン、日本食である。日本食レストランでは内陸国なのに寿司が食べられることに驚いた。日系

人経営の民宿に泊まった時は、みそ汁や納豆、焼き魚を食べることができた。スーパーマーケットにも

日本の調味料や食材が売られている。ホテルでは、日本食だけでなく中華料理も食べることができた。

パラグアイはまさにグローバルな食文化であり、日本人がいつ移住しても食べ物で困ることはないだろ

う。ホームステイでは、パラグアイの伝統的な家庭料理をいただいた。牛肉の炭火焼き（アサード）は

感動的なおいしさだった。目の前の畑でとったマンディオカ（キャッサバ芋）を揚げたものも素朴な味

だがやみつきになる。チパ（マンディオカの粉とチーズを混ぜて焼いたパン）は帰国してから作ってみ

たが、あの食感を再現することができない。農村部で食事をし

た時、トマトベースのパスタに日本ならひき肉を使うことがあ

るが、パラグアイでは大きな肉のままの方が好まれることを聞

いた。パラグアイ料理は牛肉や鶏肉を中心とした肉料理が多く、

炭水化物も多い。常にお腹にたまっている感覚があってないと

食べた気がしないのかもしれない。（野々山尚志） 
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※ 現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。 
なお、訪問先の番号は、5ページの現地行程表の番号と一致させている。 

［ 8／7 (月) ］  

①JICAエチオピア事務所ブリーフィング 
 

石原所員から、エチオピア安全対策マニュアルのプリント

をもらい、エチオピアの概況と安全で健康に滞在するための

心得を聞いた。同じアフリカであっても、ケニアやナイロビ

では、昼間でも一人で歩くことが危険だとされる一方で、エ

チオピアは治安が良いと聞き安心した。しかし、一般のスリ

犯罪は増えており、2 人以上で、且つ子どもも入っているケ

ースが多いらしい。貴重品はポケットに入れず、体に触られ

ないことが大切だと聞いた。政情としては、私たちが来る直前に非常事態宣言の解除がなされたが、

明日も反政府に対するストライキ情報が入っているので、群衆には近づくことのないようにとのこと。

健康面では、地方や市内でもコレラの感染が確認されたので、食事の前には手を洗うことや、基本的

には生肉は控え、生野菜は注意して取るようにとのこと。到着したアディスの空港では、嵐のような

豪雨と雹の歓迎を受け、ほっとした矢先のブリーフィングは、改めてエチオピアに来たのだという緊

張感と、明日から始まる滞在の期待を感じさせた。（白木純子） 

［ 8／7 (月) ］  

②フェアトレード会社「Sabahar」 
 

女性経営者であるキャシーさんが、絹製品ができるまでの一

つひとつの工程を丁寧に解説してくれた。まさに「一匹の幼虫

からシルクの製品が生まれるまで」を辿ることができた。ツア

ーのようにして歩いて回ること 1 時間程度。糸つむぎから染

色、機織りから製品になるまでの全てを間近に見ることができ

た。こぢんまりとした工場に全てが凝縮されている。ところが

この小さな作業場のいたるところに、命への慈しみやゆとりあ

る暮らしの豊かさが感じられた。自然に優しい染色方法、天然の染料の中にはコーヒーの粉まであった。

そして、キャシーさんと従業員たちの関係性。人の手がかかるフェアトレード商品を手がけることによ

り、エチオピア人の雇用を生み出したキャシーさんは、教師はこの世界で最も大切な職業だと語ってく

れた。改めて次世代を担う子どもたちを育てる私たちの職務を誇りに感じた。（谷口加恵） 

［ 8／7 (月) ］  

③エチオピア国立博物館 
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博物館は 4 階ある。2 階が入口になっており、1 階は先史時代を中心とした人間や動物の骨、2 階は

絵画、3階は、様々な農耕や武具などの道具が展示されていた。何といっても目玉は1階にあるアウス

トラロピテクスのルーシー（のレプリカ）。今は諸説あり、人類の直接の祖先ではないとも言われてい

るが、世界的に有名である。みんなも「これかなあ」と感動し

てみていたが、実は隣のもので勘違いしていた。3階の絵画は

キリスト教とエチオピアの文化が融合しているようなものが

いくつかあった。4階の農機具や武具などの道具では、日本で

も似たようなものがあり、道具の伝播は世界的にあって、影響

を受けてきたのがわかった。（前地直樹） 

［ 8／7 (月) ］  

④2000 Habesha Cultural Restaurant 
 

まず、出入り口でのセキュリティーチェックに「レストランなのにここまでの警備とは！」と驚きつつ、

多国籍の人が出入りするからこそ警戒が必要、つまりはお客様への安全の提供の形なのかと考えた。エチ

オピア北部の伝統ダンスを目の前で堪能でき、エチオピア料理をいただけるとても贅沢な空間であった。

我々はまず各種銘柄のビールを飲み比べ、噂で聞いていたハニーワインにも挑戦した。ハニーワインはフ

ラスコのような透明な瓶に入っていたので人数分（お酒が飲める人8つくらい）小さいグラスを注文した

のだが、何度言ってもグラスは運ばれて来ず、結局8回程、注文しようやく5つのグラスを手に入れるこ

とができた。基本的に瓶に口を付けて飲むタイプのお酒だそう

で、グラスは不要だと判断されたのか、店にグラスがないのか、

サービスの質という面では早速日本との違いを感じた。舞台で

どうしてもソーラン節を踊りたいというチームの願いを店のマ

ネージャーは快諾してくれ、各国のお客様の前で日本の伝統ダ

ンスを披露できたことは何よりの思い出となった。日本とエチ

オピアがダンスで繋がれた瞬間は感動的であった。（木村智子） 

［ 8／8 (火) ］  

⑤教育アドバイザーによるブリーフィング 
 

教育アドバイザーの宮崎さんにお話を伺った。エチオピアで

は、初等教育のグレード1では就学率がほぼ100％であり、高

い割合で学校に通っている。しかしグレードが上がるにつれて

ドロップアウトしたり、家庭の事情で学校に通えなくなったり

してしまい、多くの子が教育を受けられていない現状がある。

学校へ通っていてもそこで十分な学力をつけられているかと

いうとそうではない。学校現場でも「設備がない」という理由

で理科の実験などをやれない現状があったり、講義型で板書を写す授業になりがちだったりすると言う。

青年海外協力隊の方々が、身近なものを使って実験器具を作り、それを使って実験の仕方を実演するな

どして授業は改善を図っている。また理数科教員の育成にも力を入れている。「学校に行ける＝学力が
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つく」ではないのだと知り、教師という仕事の重要性を感じた。（児玉恵理） 

［ 8／8 (火) ］  

⑥青年海外協力隊（小学校教育）活動 
 

授業の終わりのサイレンが鳴ると、子どもたちが教室から出

てきた。話しかけるとピカピカの笑顔で応えてくれる。英語を

話せる子も多く、ノートを見せてもらうとボールペンでびっし

りと書かれていて、頑張っていることが伝わってきた。日本か

ら持って行った大縄にも一緒にチャレンジすることができた。

1 回も飛ぶことはできなかったが、一体感を味わい、国や人、

言葉の違いが気にならなくなった。その後、違う小学校に向か

い、青年海外協力隊の方達と懇談会をした。理数科目に重点を置いているそうだが、エチオピアでは一

斉授業が主体で、計算のような演習はほとんどない。また理科では、器具などが揃わないことを理由に

実験はやらないため、ペットボトルでビーカーや試験管立て等の器具を作って、実験ができることを伝

えているそうだ。前向きにとらえる人は多くないが、少しずつ現地の先生が取り入れ、変わってきてい

るそうで、青年海外協力隊の方たちの前向きな行動力、強さに頭が下がった。授業は45分×7時限で、

休み時間は、2時限と3時限目の間に15分とランチタイムが1時間だった。留年もある。日本は学習

環境に恵まれていると思った。（三小田京子） 

［ 8／8 (火) ］  

⑦品質・生産性向上（カイゼン）普及能力開発プロジェクト／
Ethiopia KAIZEN Institute（EKI）＋職業訓練校TVETCollege 
 

日本の改善＝カイゼンという言葉がエチオピアという遠く

離れた国に広く浸透し、ビジネスにおいて実践されているとい

う事に驚きを覚えた。カイゼンは 3 つのフェーズから成り立

っている。1st フェーズは change of attitude, work place 

organization。人々のマインドセットを変え、仕事場のスペース

を効率的に運用する。物を整理するとそれを探す時間を省ける

ことをスタッフに伝えたり、スペースを上手く使うことで人や

物の流れをスムーズにすることを指す。2ndフェーズはtotal change, system innovation。総合的な変更と

仕事方法の改革とを実行する。例えば、階段を左側通行にするために床に矢印を書くこと。工作機械を

等間隔に置く場所の位置を示すこと。PDCAサイクルや5W1H、3M（ムダ・ムリ・ムラ)の考えをもとに

業務を遂行することを指す。3rdフェーズはinnovation management。行ってきたカイゼンを持続管理しな

がら、カイゼンを行えるスタッフを育成する。日本から入っていった考え方ながら、日本人である自分

が逆に見習わなければならない点があると感じた。（白神大典） 

［ 8／9 (水) ］  

⑧ハラール新市街・旧市街 
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新市街は車やバイク、バスが多く、道路を横断するにも車が

来ないことを確認しなければならなかった程、とても活気のあ

る街だと感じた。街には、銀行や政府機関、ホテル、レストラ

ン、ショップが立ち並び、働いている若者や道を歩いている若

者が多い。路地を折れると香辛料の匂いがあたり一面に漂って

いる。石畳の上に唐辛子やチャットを並べ乾燥させているから

だ。1袋10キロはありそうなテフ粉やトウモロコシなどの穀

物が口を開けて並んでいる。石炭やコーヒーの豆も全て量り売りで、お店には大きな文鎮と量りが置い

てある。また、コーヒーセレモニーで使うコーヒーポットも大小様々あり、ガイドさんに値切ってもら

いながら買い物をした。旧市街地は、ジュゴルという城壁で囲まれ、イスラム教徒のメッカと呼ばれ世

界遺産に登録されている。5 つのゲートがあり、そのゲートにもイスラム教の意味があるとガイドさん

は話してくれた。82ものモスクがあり、その数は50メートルごとに1つの割合だ。大抵は白の家が連

なっているが、時折モスクや家が鮮やかな緑やピンク色で塗られていることがある。女性が路上にかた

まって座りジャガイモなどの農作物を売っている様子や細い路地を、羊を追い立てる男の子が印象的だ。

ハラール式住居を案内してもらい、家の壁いっぱいに女性が編んだ民芸品が飾られ、部屋での座る場所

も男性と女性とで決められているようだ。また、詩人ランボーの家やハラールコーヒーを作っている工

場も見学することができた。（白木純子） 

 

［ 8／10 (木) ］  

⑨青年海外協力隊（コミュニティ開発）活動／スーク＆クッキー
工房マーケット 
 

海外青年協力隊の工藤さんが経営支援をされている零細企

業を見学させていただいた。クッキー工房では、販売所の奥ま

で見せていただくことができ、部屋中が熱気で歪んで見えるよ

うな竈や、できたばかりの商品を見せていただいたりした。こ

こで店自慢の商品であるマフィンを50円程度で購入した。見

た目にはおいしそうなマフィンであるが、粉の保存状態や商品

の保存状態があまり「清潔」ではなかったために、本当のこと

を言うと自分の身体に耐性があるかどうか自信が無かった。しかし、マフィンはやわらかく、どの材料

がそうさせるのかわからないがとてもしっとりして美味しかった。もちろん体調を崩すこともなかった。

その後で乗ったアディスアベバ行きの機内食で出されたマフィンは、こちらはビニールできちんと包装

された「きれいな」マフィンだったが、驚くほどディレダワのものより美味しくなかった。それからク

ッキー工房のマフィンの美味しさが忘れられない。（谷口加恵） 

［ 8／10 (木) ］  

⑩青年海外協力隊（コミュニティ開発）活動／幼稚園＆１－４年
生の学校 
 

郊外の小学校に行った。夏休み中で残念ながら子ども達はいなかったが校長先生をはじめ教職員方々
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が応対してくれた。壁面には学習に使われる道具や掲示物があ

った。算数で使う100玉そろばん（20～30しかなかったが）

のようなものもあった。貸し出し用の様々な教科の教科書（エ

チオピアでは教科書は貸し出し）がたくさんあった。情報教育

用のパソコンも少しあったり、工作の作品が保管されていたり

ここでは比較的恵まれた教育がされているように思った。運動

場は狭く、ドッチボールがやっとできるぐらい。グループでそ

れぞれ 2、3 人ずつで話し合う機会もあった。現地の先生は小学校でも教える教科が限られているよう

だった。一方通行的で知識伝達型の授業中心が多いと聞いていたが、こちらの先生達はグループ学習で

の話し合いや学びあいの授業もやっているとのことだった。最後にソーランを披露すると、近所の大人

や子ども達も入ってきて鑑賞してくれた。その後はジュースを御馳走してくれたり、一緒に写真を撮っ

たりして交流を深めることができた。（前地直樹） 

［ 8／10 (木) ］  

⑪青年海外協力隊（コミュニティ開発）活動／織機工房 
 

学校に訪問して、エチオピアの学校の中を実際に見たこと、

先生方とお話ししたこと、ソーラン節を披露したことはとても

良い経験となった。工作等の道具は生徒が自分で倉庫から用意

するために、授業時間が確保できないこともあること。昼休み

は日本の学校よりも長く設定されており、子どもたちは一度家

に帰って昼食を食べて再登校すること。「教育は社会にとって、

すごく大切だと思っている。（女性の社会的地位が低いことを

背景に）女性への教育は特に関心を持っている。」という先生方の言葉。学ぶものが多かった。ディレ

ダワでの青年海外協力隊の工藤幸介さんへのインタビューで、「幸せとは、目の前に常にあるもので、

それに気づけるか気付けないか、だと思います。」という言葉に感銘を受けた。実際にディレダワの市

役所で勤務して現地の人々と信頼関係を築き、コミュニティ開発を通してエチオピアの産業を良くして

いこうと考えている工藤さんの姿勢は、本当に素晴らしいと感じた。幸せは与えるでも与えられるでも

なく、そこにあるものに気付くことという視点を学んだ。（白神大典） 

［ 8／11 (金) ］  

⑫ホーリー・トリニティー大聖堂 
 

トリニティーとはキリスト教で三位一体の意味があると学ん

だ。聖堂内は、靴を脱いで上がった。静寂に包まれて厳かな雰

囲気を感じることができた。アダムとイブやノアの方舟、モー

ゼの十戒等のステンドグラスを見ることができ、その細部の繊

細さがとても美しいと感じた。聖堂内奥には、この聖堂を建立

したハイレセラシエ皇帝とその妻の棺が並んで安置されており、

その偉大さを感じつつ少し緊張しながら棺に両手をあててみた。
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訪れた曜日のためか、聖堂には、礼拝に来ている方はそれほど多くはなかったように思った。その中でも、

教会の地面や壁にキスをする人もいて、その姿が印象に残っている。私たちのドライバーさんも車外に出

て、聖堂前でお祈りをされていた。エチオピアを知る上でも、エチオピア正教を信仰する人々を知る上で

も訪問することができて良かった。（足立友香） 

［ 8／11 (金) ］  

⑭青年海外協力隊（観光）活動／ボランティアとの懇談／アイェ
ロウ湖＋チェンチャマーケット 
 

観光活動とは、お土産や広報の仕方などの知識面での協力がメインの活動ではなく、インフラが不十分

な現地までどのように国内外から観光客を増やせばよいか考える活動だそうだ。エチオピア南部には少数

民族が多く、世界遺産もいくつかあるが、どこに行くにも距離や道路状態が悪く人がなかなか訪問しづら

い現状がある。国の協力がないと難しい状況の上、北部のような都市部ではない中、地域の方々と協力し

て、部族のカラーを織り交ぜた布を小さいポーチ型にし、観光客に売り出したり、そのポーチの中にコー

ヒー豆を入れて付加価値を出す商品を提案したり、現地の言葉を覚え、コミュニケーションを取る姿はと

ても印象的で、こんなところにも一生懸命に人のために役立とうとする日本人がいるということに感動し

た。チェンチャマーケットは、ぬかるみを必死で転ばない様に歩くので精一杯でマーケットの様子はあま

り見られなかったが、滅多に来ない日本人の集団に地元の方々が押し寄せ、興味深そうにゾロゾロと一緒

に移動する様子が面白かった。転ばないように少年2人が両手

を握り、「足元気を付けろ、危ないよ！」と一緒に歩いてくれた。

大変助かったので「お金！」という子どもたちにチップを渡そ

うと思ったのだが、「自分から人を助ける事」＝「お金を手に入

れること」は手段として間違っている、ということを理解し渡

さなかった。もっと長く子どもたちと触れ合いたかったが、時

間もなくマーケットを後にした。（木村智子） 

［ 8／12 (土) ］  

⑮少数民族ドルゼ村散策・宿泊（住居ツアー＋機織・焼き物工房
＋キャンプファイヤー等） 
 

ドルゼ村で一番感じたことは、自然とともに生活し、民族で

協力しあいながら生活しているということ。例えばドルゼ村の

家はとても特徴的で、笹と偽バナナの木でできている。この家

はすべて手作りで、100年以上も住み続けられる。家の中では

牛ややぎなどの家畜と共に住み、人間も動物も一つの入り口か

ら出入りすることを大切にしている。庭に生えている偽バナナ

の木の葉からは、コチョというパンを作り、繊維はひも状にし

て使用。家を建てる、機織り、農業は男性の仕事、糸をつむぐ、料理などは女性の仕事といったように

男女の役割がしっかりと決められていた。何より印象的だったのは夜のキャンプファイヤー。ドルゼの

方々と私たち日本人がキャンプファイヤーを真ん中にして向かい合わせになり、それぞれの歌やダンス
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を紹介しあう。その中で共に踊ったり歌いあったりできたことが楽しかった。ドルゼの方々は老若男女

問わずみんなで歌い、踊っていた。上の世代から代々と伝えられてきたものを大切にしているのだと感

じた。日本のソーラン節も披露したが、その中でもドルゼの方々が一緒に「ソーランソーラン」と歌っ

て盛り上げてくれたときは、国や文化の壁を越えて通じ合えた気がしてとても感動した。（児玉恵理） 

［ 8／13 (日) ］  

⑯ネッチサル国立公園 
 

とても自然豊かで、人の手が入っていない森林、湖があった。

サルが出迎えてくれ、1ｍほどに近づいても逃げなかった。こ

こで、ボートツアーをした。湖には、漁の準備だろうか、湖の

中に入って作業をしている人がいた。許可を受けて漁をしてい

る人だけでなく、不許可の人も漁をしているそうだ。不許可の

人はいかだに乗っていて、ワニに襲われることもあるという。

運が良ければカバが見られるとのことだった。ボートを進める

と、ペットボトルを浮きにして網が仕掛けてあり、湖面にワニが浮かんでいるのが見えた。対岸に近づ

くと、2ｍを超えそうなワニがたくさん日向ぼっこしていて、さらに近づくとその大きいワニたちが一

斉に湖に入り、その姿は結構な迫力であった。ワニは養殖もしているが、国内に皮をなめす人がいない

ので、外貨を稼ぐに至らないそうだ。様々なところで、のんびりとした国民性を感じた。（三小田京子）   

［ 8／14 (月) ］  

⑰青年海外協力隊（服飾）活動 
 

青年海外協力隊の木ノ下望さんのお話より、日本とエチオピ

アの違いの話は非常に勉強になった。①環境…道具がない、使

えない、買えない。 ②教育…はさみの使い方、メモリの読み方、

線の引き方が分からない。 ③文化…言語が分からない。英語は

おろか、アムハラ語すら分からない人がいる。文字が書けない。

断食の時期は元気がない。日本では当たり前だけど、ベーシッ

クなこと（はさみの使い方・名前の書き方・紙を角と角を合わ

せてきちんと折る等）は学校で教えるべきであるという意見から、日本の教育は情操教育だけでなく、生

活に必要な知識もしっかりと教えていることに気が付いた。ここで出会った方の話は、私の胸に刺さった。

「自分がストリートチルドレンだった頃、煙草やドラッグや様々な良くないものに手を出した。しかし将

来的にマインドセットが変わって良い方向に考えが変わるときが来るので、それらに手を出さないで欲し

いと、日本の子どもたちに伝えてほしい。」と言ったのだ。必ず生徒へ伝えたい。（白神大典） 

［ 8／14 (月) ］  

⑱シニア海外ボランティア（自動車整備）活動 
 

こちらでは、トヨタの中古車が多く、50万キロ走ることもあるそうで、古くなった部品は全て新品に

取り換えて乗るそうだ。半年で５～６台のエンジンをバラして、組み立て直している。シニア海外ボラ
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ンティアの熊丸さんは、生き生きとしていて、カウンターパートの方との良好な関係が印象的であった。

それを問うと、熊丸さんが「カウンターパートが酒を飲まないので、私も飲みません。」とのことだっ

た。現地に溶け込もうとする心がけや、まず自分を変えて相手に合わせるという姿勢を学んだ。熊丸さ

んの「ここに来られて幸せ」と、カウンターパートの方の「日

本人のボランティアが来てくれることが幸せ」という言葉が、

とても心に残った。何でもエチオピアは分業になっているので

専門以外は知らないことがあるらしいが、日本人は電気・整備

など１人でいろいろなことを知っている、とのことだった。熊

丸さんの持っている技術のすごさに、日本の技術の高さを改め

て感じることができた。（三小田京子） 

［ 8／11 (金)・14 (月) ］  

⑬⑲アディスアベバ市内教材収集（郵便局前民芸品店、トモカ 
コーヒー店、スーパーマーケット） 

アムハラ語で「カニス」は「下げる」や「下がる」を意味する。したがって何かを購入する際に店員

の提示した金額に対し「カニス」というと、「金額を下げて」と値切ることになる。「値切る」という行

為は、売り手と買い手の合意形成という過程を経た相互理解につながるということに気づいた。日本で

生活をしていると、スーパーなどで値切る機会はほとんどない。開発途上国に来て教材やお土産を購入

する時に値切る日本人はなんだか卑しくて、気前よく払ってし

まえば気が楽なのだが、なぜ値切るのだろうと考えていた。と

ころが値切る様子を横で見ていると、値切られているのに現地

の人もだんだんなんだか楽しそうになり、しまいには私たちを

ブラザーと呼んでいた。言われた金額で払えば都合の良い外国

人だが、値切り交渉をしながらお互いに腹の探り合いをするこ

とで確実に心の距離は近づいていくように感じた。（谷口加恵） 

［ 8／15 (火) ］  

⑳青年海外協力隊とのワークショップ 
 

JICAエチオピア事務所にて、青年海外協力隊で幼児教育をしている浦田さん、陸上競技をしている小

山さん、小学校教育をしている伊藤さんと一緒にワークショップをした。10日余り滞在していたため、

エチオピアについてのイメージはある程度言えるようにはなっていたが、現地生活が長い青年海外協力

隊の 3 名が加わってくれたおかげで、宗教面や医療面につい

ての知らなかったことを知ることができた。例えば、狂犬病の

怖さ等医療面はこの滞在ではあまり学ぶ機会のなかったとこ

ろだった。社会主義国の部分についても、普段表面上はわから

ない所である。数日間でみえた部分、見えなかった部分を知る

良い機会だった。（前地直樹） 
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［ 8／15 (火)・16 (水) ］  

JICAエチオピア事務所所員等との懇親会＋報告会 
 

懇親会では、牛肉をぶつ切りにして油で揚げてあるティブス

という料理をいただきながらとても和やかに懇談した。青年海

外協力隊の方の話の中で、「辛いと思う時期もあったが、自分

の考えを改め、変えることで道が拓けた。」「相手が自分の意図

することを少しでも汲んでくれた時、認められたことを感じた

時が最高に嬉しい。」等、と様々な経験をしている隊員だから

こそ発信できる話を聞くことができた。報告会では、現地研修

を通して「何を学び、何を生かしていきたいか」を1人ずつ約5分間でスピーチした。見たことや気づ

いたことを共有し、互いの考えを伝え合い、様々なワークショップを通して学びを深めてきた仲間たち

のスピーチは、想いが溢れていて、とても心に響いた。スピーチの中で、日本にいるそれぞれの児童生

徒たちを思い浮かべていたように思う。『みんながみんなのサポーター！』この仲間たちと一緒にエチ

オピアに来られて本当に良かったと心から感じた。（足立友香） 

［ 全般 ］  

エチオピアでの飲食全般・コーヒーセレモニー 
 

エチオピアの主食と言えば、テフ粉を発酵させてからクレー

プ状に焼いてからいただくインジェラというものだ。インジェ

ラの上には肉や魚やパスタや野菜や何でも乗せていいようで、

エチオピアの人は大好きな料理だ。毎回、食事のメニューには

載っているので、毎日インジェラを食べているのかと思ったら、

インジェラはとっても贅沢なので週末にしか食べられないと

いう声を聞いた。ちょっと酸味があり、色々なおかずと一緒に

食べられ、家族の色が出そうだなぁという印象を持った。研修中は、ちょっと日本の味付けとは違うパ

スタやピザなども食べ、歴史的にイタリアの影響を受けていると聞き納得した。ちなみに、さようなら

はアムハラ語でもチャオ！だった。食後や歓迎を表す時は、必ずコーヒーセレモニーがある。コーヒー

豆を香ばしく炒り、豆を磨り潰し、沸騰したお湯の中に入れコーヒーポットで煮出し、たっぷりのお砂

糖を入れた小さなカップに注ぐのがエチオピア流。そしてポップコーンやコロというお菓子が振舞われ

ることが多かった。香ばしいコーヒーの匂いにおもてなしの心を感じる日々であった。（木村智子） 
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● 大澤 健人 
世界の現実から深く学び、さまざまな背景をもつ子ども

に寄り添うことができるようになりたい。現地で自分が感

じたありのままの姿や思いを、わたしから自分事として子

どもたちに伝えたい。自分の目で見て、自分の足で歩いた

経験をもとに、教科書やインターネットからではわからな

い、その国の空気感や人々の表情を大切にする授業をした

い。教師として、さまざまな成長や変化を望んだ本研修で

あった。ファシリテーションのスキルを体験しながら、国

際理解教育を学び仲間とともに過ごした2週間は、本当に

濃密な時間であった。この経験をしたことで、外国にルー

ツをもつ子どもと関わることや社会科という教科を担当

するなかでもっていた迷いが、すっと軽くなった実感があ

る。子どものもつ背景を知ることで、子どもの想いに気づ

き、子どもと同じ立場に立つことを大切にしながら、日々

の授業実践で子どもたちと一緒に世界とつながっていき

たい。 

 

● 加藤 侑子 
私がこの研修に参加した理由は2つある。一つ目は、私

自身の今まで、そしてこれからの他国での経験や感じたこ

とをより分かりやすく楽しく子どもたちに伝える方法を

学ぶことである。二つ目は、日本人の移民はどんな生活を

送っていて、彼らを受け入れた国はどんな国なのかを知る

こと。6月からの研修を含め、様々な手法を実際に自分が

体験しながら学んできた。そして、今回大切な仲間ととも

にパラグアイに行ったことで、自分だけでは気付かなかっ

た視点で物事を見ることができ、学びを深めることができ

た。また、パラグアイに住む日系の方と話をすることがで

きただけでなく、ホームステイを通してパラグアイの方と

も話をすることができ、この国について少しだが知ること

ができた。当たり前だが、「知らないことは、子どもたち

には教えることができない」ので、自分がパラグアイで感

じたこと知ったこと見てきたことを、仲間の視点を含めて

自分の中で咀嚼し、教えてもらった手法を参考にして子ど

もたちに伝えることができることに、幸せを感じている。 

 

● 久保田 真代 
私は今回の研修に2つの目的をもって臨んだ。一点目は、 

 

ナショナルな視点の再確認である。他者を理解する前に自

分を理解すること。それは国際理解教育でも大切だと思う

からだ。パラグアイ文化に触れるたび、日本との相違点が

見えてきた。挨拶や食文化、住空間など些細な違いを発見

する度に、自身の背景にある「日本」を意識した。そして

パラグアイ人の日本に対するイメージを聞く度に、客観的

な「日本」を知った。外側から見ることで、今まで気付か

なかった日本を発見できたと思う。2点目は、グローバル

な視点・ローカルな視点を持つことである。生徒たちへ国

際理解教育を行う前に、自分が世界を見ること、知ること

が必要だと考えるからである。現地で出会った様々な人や

ものを通して、たくさんの気づきを得た。自分と世界は見

近なところでつながっていること。支援の方法、課題解決

の姿勢。世界で働くことの大変さとやりがい。現地で経験

したことをもとに授業実践を行い、生徒達が世界と繋がれ

るように、自分の世界から飛び出すきっかけ作りをしてい

きたい。 

 

● 榊原 早織 
私の本研修への参加目的は現地の子どもたちの生の声

を日本の子どもたちに届けることと、私が新しい価値観を

得たり、違いを楽しめる考え方を吸収したりしてくること

である。パラグアイで体験した、日本とは異なるBBQの肉

の焼き方やオレンジの食べ方、頬を触れ合わせる挨拶の仕

方など、私が感じた驚きを子どもたちに伝えたい。また、

青年海外協力隊の方々や民間連携での社員の方々、カテウ

ラ音楽団のファビオさんなど普段では出会えない方とお

話することで、日常生活で忘れがちな「人とのつながりに

感謝する」ということに気付くことができた。そして、そ

ういったことは一度の体験では実感できず、二度、三度、

と繰り返し感じて、考えることによって本当に実感するこ

とができた。だから授業でも、伝えたいことは繰り返し伝

え、子どもたちが心で感じることによって気付くようにさ

せていきたい。最後に、違いを楽しむ考え方は感受性を育

てることで得ることができるのではないかと感じた。その

ために、自主的に新しいことを知ろうとする好奇心を高め

ることで、物事をプラスに捉えられるようにさせていきた

い。実践を通して、そんなきっかけを与えることができた

らと思う。 

 

● 野々山 尚志 
長い間、海外に行き全く違う価値観に触れたいと思って

 
※現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。 
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いて実現できずにいた。今回の研修の機会をいただいて、

他では得られない大変貴重な経験ができた。今年度、担当

する6年生の総合的な学習の時間のテーマを「国際理解」

とし、本研修で学んだことを生かして国際理解教育の実践

モデルをつくるつもりで参加した。理解しているつもりで

あった「異なる価値観に寄り添うこと」「外から日本を見

ること」の意義を実感することができた。その意義をどう

教材化し、子どもたちに実感させられるかが今後の課題で

ある。今回の研修で最も心に残ったのは、人のつながりを

大切にする心である。日本のことを大切に思うパラグアイ

の人たちや、使命感をもって活動している人たちの輝く姿

には何度も涙した。この経験を十分に生かし、「関わる子

ども一人一人の可能性を広げる」という使命感をもって教

育活動に励んでいきたい。目的が達成できるかはむしろ今

後にかかっている。 

 

● 箱山 園江 
パラグアイという日本から遠く離れた地で人々がどう

暮らし、どのような文化を育み、生きているのか、それを

この目で見て、体験したい。それを生徒に伝えることで、

他者のことを『他人事』ではなく、『自分事』として考え

ることができるような想像力を養う助けとなりたい。それ

が、私が教師海外研修に参加した目的だ。そしてもう一つ

には、何歳になっても新しいことにチャレンジできること

を生徒たちに見せたいと思っている。歳を取るにつれて保

守的になると思われがちだが、気持ち次第で新しい挑戦が

でき、自分自身を変えていけると私は信じている。無事に

現地研修を終えたいま、私の体験した出会いと発見を生徒

たちに伝え、授業実践の中でこの研修の目標を達成してい

きたい。この研修を通じ、現地の空気、町の喧騒、人のあ

たたかさを感じ、そして、難しい課題に取り組む逞しい

人々に出会うことができた。今後の授業の中で、写真・映

像・物品などを見せて、現地の息遣いを感じさせることに

よって、生徒たち自身に考えさせ気付かせるような働きか

けを行いたい。実体験に基づいた働きかけは力強く伝わる

と確信している。 

 

● 濱田 蒼太 
昨年度より国際理解教育に取り組み、本年度で2年目で

ある。実践していく中で、自分自身の見えていることはほ

んの少しで、国際理解教育を進めるにはまだまだ知るべき

ことがたくさんあると感じた。自分自身が広い視野を身に

つけ、自分が見たものや感じたことを生徒に広げられるよ

うにしたい。また、今後の教師人生で世界の課題と長く向

き合っていきたい、「教育者」という立場から国際協力を

したいと考え、本研修に参加した。現地研修では、パラグ

アイの自然や歴史などの生活基盤を肌で感じ、様々な人と

出会った。その中で、パラグアイの良いところや課題、日

本との違いやつながりを感じた。自分の価値観が揺さぶら

れることが何度もあった。また、感じたことや気づいたこ

とを仲間と共有することで、違う視点に気づくことができ

た。本研修は、教材収集だけでなく、自分自身の生き方に

もつながった。本研修を生かして、広い視野をもち相手に

寄り添う豊かでぜいたくな生き方をしたい。自分が背中を

見せ、生徒とともに学び、悩み考え、心に残り続ける教育

をしていきたい。 

 

● 脇田 佐知子 
今回の研修の目的は、パラグアイがどのような国である

のか、日本とどのようなつながりがあるのか、課題に対し

てどのように向き合っているのかを、実際に見たり、聞い

たりすることで、正しく知ることであった。そして、この

研修で得たことを社会科の授業で生かそうと考えていた。

研修を終えて、今回見たり聞いたりしたことが、パラグア

イの全てではないが、目的は、かなり達成できたと思う。

何より、様々な地を訪れ、多くの方に出会う中で、社会科

の授業だけで伝えるのではもったいないと思うくらい、子

ども達に伝えたい様々な大切なことを学ぶことができた。

さらに、自分自身の考え方にも変化をもたらすことができ

た。パラグアイの人々の温かさやつながりを大切にする姿

勢、課題に向き合う人々の、相手を思いやる心や未来を見

据える視点など、現地で味わったからこその感動を子ども

達にもぜひ伝えていきたい。 

 

 

 

 

● 大澤 健人 
パラグアイは「出会い」そのものをとても大切にしてい

る国であった。「日本という本当に遠いところから私たち

のところにやってきてくれてありがとう」「この出会いが

最初で最後にならないように」とあたたかく迎えていただ

いた。教えたりほめたりしたら、必ず「ありがとう」と返

ってきた。ありがとうと言うと、必ず「どういたしまして」

と言葉で伝えてくれた。このように、まずは純粋に「出会

い」を楽しめる人でありたいと思う。肯定的に出会えたこ

とで、自分と相手の可能性を大きく広げることができた。

日本での生活を当たり前にせず、自分との違いに対するこ

だわりを捨て、国やそこに住む人々の誇れる部分に積極的

に目を向ける。そのような意識をもつことで、「人と人と

のつながり」のあたたかさに気づけるのだと思う。この気

づきを目の前の子どもたちに返していき、これから子ども



 

43 
 

Ⅴ．パラグアイ帰国後の報告［現地研修の研修報告書］ 

たちが経験する数多くの出会いを肯定的なものにしてい

けたらと考えている。 

 

● 加藤 侑子 
私が訪問国に肯定的に出会う前に、訪問国であるパラグ

アイに肯定的に受け入れてもらった。それも想像以上に。

どの訪問先でも、私たちを見るとすぐ笑顔で迎え入れてく

れる人々がいた。それは、日系人が努力して作り上げてき

たパラグアイ人との関係だったり、JICAをはじめ日本の支

援が多いからだったりと理由はいくつも考えられるが、一

番大きいのはパラグアイ人の人柄ではないかと感じた。テ

レレやアサードのように、誰かと一緒になって楽しむ食文

化が示していることからも分かるが、彼らの人との距離は

とても近い。そして、日曜日の「家族の日」や「友情の日」、

人が来ればいつでも歓迎するなど、人と接する時間をしっ

かり確保している。だから、学校現場でよく子どもたちに

伝える「人の気持ちを考える」とか「人に寄り添って」と

か、そんなことは言われなくても自然に彼らはできている。

そんな彼らだから、どこの国の人であっても彼らは同じよ

うに歓迎の意を示して迎え入れてくれたのだと感じた。 

 

● 久保田 真代 
現地に着くまで、私は何があっても前向きに受け入れよ

うと気構え、とても緊張していた。しかしそれは杞憂であ

った。パラグアイで出会う方は皆、すぐに我々を肯定的に

受け入れてくれた。その嬉しさや安心感はとてつもなく大

きかった。出会う人はみな笑顔で対応してくれた。特にホ

ームステイではテレレに混ぜてくれたり、一日しか過ごし

ていないのに別れ際には「また来てね」と何度も言ってく

れたりた。人と人との繋がりを大切にしている、素敵な文

化だと思う。もちろん、日本文化と異なる部分もあったが、

それすらも「面白い」「もっと知りたい」と思えた。それは、

パラグアイに対する興味関心が私の中にあったからだろう。

好奇心の重要性も感じた。「多様性を受け入れる」。言うこ

とは簡単だが、実践することは難しい。ともすると日本は

同一性を求めがちだが、本来は皆違う存在であり、だから

こそ（分からないからこそ）相手のことを知りたくなるの

である。肯定的に出会うことは決して相違点を見ない（無

視する）ということではない。違いをまず知り、「面白い」

「良いな」と感じ、受け入れ楽しむことである。言葉で何

度も聞いていたことを、身をもって感じた研修だった。 

 

● 榊原 早織 
突然「あなたの大切なものは何ですか。」と聞かれたら、

「私の大切なものは『家族』です。」と即答することがで

きるだろうか。私たちは、パラグアイ訪問中、会う人々に

この質問をしていった。小学生、中学生、高校生、大人、

いろいろな年齢の方々に聞いた。その中で一番多かったの

が『家族』という回答だった。なぜだろう。ホームステイ

で現地の方のご家庭に訪問させていただいた時に、私は家

族間の距離がとても近いことを感じた。ご飯を食べる時に

はお互いを認め合う会話が多かったり、写真を撮る時は仲

良くくっついて撮っていたり、一緒に居るだけでとても温

かくて優しい気持ちになった。私は、自分の周りに居る人

達によって毎日を楽しく過ごすことができていると改め

て感じた。そして、自分の周りで温かく見守っていてくれ

る人たちからものすごいパワーをもらっているのだなと

感じた。パラグアイの方のように、周りの人に感謝の気持

ちをもっと伝えていかなければいけないなと思った。パラ

グアイでは、たくさんの人から大切なことに気付かせても

らった。これからもたくさんの人と繋がり、その繋がりを

大切にしていきたい。 

 

● 野々山 尚志 
国の良さや豊かさは何ではかるのだろうか。パラグアイ

には豊かな自然、おいしい料理こそあるが、農業以外の産

業は発展していないし、観光地としても整備されていない。

しかし、たった数日間滞在しただけなのに、この国の魅力

に心奪われた。パラグアイは多くの課題を抱えており、国

の社会保障制度も未熟なのは事実だが、もし困難な状況に

陥ったとしても、誰かが助けてくれる、何とかなるという

安心感がある。日本のように自分だけが責任を負って生き

づらさを感じるようなことは、この国ではないのかもしれ

ない。それは、人とのつながりがとても豊かな国だからで

あろう。例えば、若いシングルマザーは働きに出られず、

貧困な生活に陥るのではないかと考えていたが、この国で

は、家族や親戚はもちろん、近所の人たちが一緒に子ども

を育ててくれる。失業して食べるものに困っても、近所の

人が分けてくれる。生きづらさを感じる前に、生き心地を

感じられる。パラグアイの良さや豊かさはまさに、「人」

にある。帰国後、外国語学部のスペイン学科で学んでいた

教え子にパラグアイに行ったことを話したら、「パラグア

イの人は温かくて優しいですよね。」と話してくれた。私

たちが出会った人たちが特別なわけでなく、パラグアイの

国民性であることを改めて実感した。 

 

● 箱山 園江 
パラグアイでは、人と人との距離が近いと感じた。快適

に楽しく滞在できるようにしてくれたホストファミリー

の温かなもてなし。農場を丁寧に案内してくれた親戚の

方々の歓迎。信号のない交差点で見知らぬ老人の手を取っ

て道を渡る若者の姿。首都アスンシオンにおいても、混雑

した昼食時にさりげなくレジの順番を譲る人の姿があっ

た。日常の中に心遣いが感じられた。日本ではどうだろう

か。日本では、交通量の多い交差点には信号や歩道橋があ

る。見知らぬ人に声をかけるのを遠慮してお年寄りと道を

渡ることも少ないだろう。昼食時にはなるべく早く昼食を

済ませて会社に早く戻ろうとするであろう。自分自身、時

間の余裕も心の余裕も失いがちだと感じる。私が出会った

パラグアイの人たちには、心の余裕・豊かさがあった。そ

してそれを行動で表す文化があった。握手、ハグ、頬にキ

スなどを通してお互いの存在を愛おしんでいるようだっ

た。気持ちを率直に、相手に伝わるように言動で表すこと

の大切さをあらためて学んだ。 
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● 濱田 蒼太 
パラグアイが大好きになった。好きになったものをうま

く言葉に表せないが、やはり人が魅力的だった。行く先々

で、出会った人たちはいつも温かく私たちを迎え入れてく

れた。どの訪問先でも、同僚や友達、親戚、家族を一人ず

つ丁寧に紹介してくれる。別れの時には、「この出会いが

最後にならないように。」と言ってくれた。本当に出会い

や人を大切にする人たちだった。そんなパラグアイ人は、

家族や身のまわりの人を大切にする。また、貯金をするこ

とが少ない。「いつ死ぬか分からない未来より、今いる家

族や親戚、友達にお金や時間を使いたい」という考え方を

知ったとき、それもいいねと思った。また、「あなたの大

切なものは何ですか。」というインタビューに対して一番

多かったのは「家族」だった。驚いたのが、「自然」とい

う答えが多かったことだ。理由を聞くと、「私たちの身の

まわりにいつも存在していて、生活の基盤となっているか

ら」と答えてくれた。そういったものが大切だと感じる価

値観を素敵だと思うとともに、改めて考えさせられた。 

 

● 脇田 佐知子 
まず、人とのつながりを大切にする文化がすばらしいと

感じた。テレレを回し飲みすることで人との距離が縮まり、

会話も生まれるのだと思う。また、「友情の日」というパ

ラグアイ発祥の特別な日に、友達や家族とプレゼント交換

をする文化もつながりを大切にしているからこそだと思

った。テレレに関しては、ホームステイ中、庭先でのんび

りと飲むという体験をすることができた。時間に追われず、

ゆったりとした時間を過ごすのは大切だと思った。次に、

広大な土地が広がり、自然が多く残っていることが印象的

だった。パラグアイの子ども達の大切なものの中には、日

本の子ども達の中には一つもなかった「自然」が多くあっ

た。街灯や店の明かりが少ないため、夜には満点の星を見

ることができたのも良かった。そして、子どもから大人ま

で誰もが気軽に「こんにちは」「ありがとう」「どういたし

まして」の挨拶をすることができるところもすてきだと思

った。人とのコミュニケーションにおいて、挨拶が大切で

あることを改めて感じた。 

 

 

 

● 大澤 健人 
わたしが2週間の現地研修で学んだことを一言で伝える

と、「あなたの知らない地球の裏側であなたにとても感謝

している人がいた。」と表現する。日本と深いつながりを

もつパラグアイが、日本に対してあたたかい敬意をもって

いる。研修前には全く気づくことができていなかった、本

当に嬉しい事実である。グローバル化が進み、人やモノを

通して、日本とさまざまな国々はつながっているというこ

とは知っていても、本当の意味で理解できてはいなかった

のだと実感した。ゴマを見たときに、パラグアイをイメー

ジする人はどれくらいいるのだろうか。ゴマにかかわる

人々の思いや表情、その背景に見える日系社会まで考える

人はどれくらいいるのだろうか。日本がすでにもっている

つながりを再発見し、より太く長いものにしていくともに、

自分のもつつながりを広く大きくしていくことが大切で

ある。 

 
● 加藤 侑子 
今までにたくさんの日本人が移民としてアメリカやカ

ナダ、ブラジル、ペルーに渡ったことは知っていたが、パ

ラグアイにも移民していたことは、初めて知った事実だっ

た。実際日本人の移住地であるラ・パスを訪れてみると、

思った以上にそこには日本があった。スーパーに並ぶ日本

の生活用品や食材、飛び交う日本語、そして日本語学校。

この先、日本で住む可能性が多くない彼らがどうしてこれ

ほどまでに日本人らしく生活しているのか、日本語を学ぶ

のか、とても興味がわいた。「スペイン語とグアラニー語

しか話さないこの国で、日本語を勉強するのは負担だから

やらない方が･･･」と思ったからだ。しかし、「日本語を学

んでほしいのではなく、日本語で日本文化を体感してほし

い。」というラ・パス日本人会会長の田岡さんの話にはっ

とさせられた。たとえパラグアイに住んでいても自分たち

のルーツである日本に大切な思いを抱いていて、日本の伝

統や習慣を守ろうとしていることを知ったからだ。こうい

った思いで生活している人がパラグアイにいることを、日

本人はほとんど知らない。「伝えていかなくては。」と強く

思った。 

 

● 久保田 真代 
パラグアイと日本の繋がりを考える上で、日系社会は外

せないと思われる。パラグアイの発展に日本人が大きく寄

与している。パラグアイにゴマ栽培を持ち込んだ白沢寿一

社長のお話や、ラ・パス日本人会の田岡功会長のお話を聞

きながら、日本とパラグアイを今もつなげている方々がい

ることを知った。特に印象的だったのは子ども達の笑顔だ。

どの学校へ行ってもキラキラと輝く眩しい笑顔を見せて

くれたが、それは日本も同じだと思う。無気力・無関心と

言われる日本の子どもたち。しかし、本当は知的好奇心や

夢、素敵な部分をたくさんもっている。そこをうまく引き

出せる教員になりたいと思う。人見知りをする生徒がいる

ところも共通していた。人種も文化も違うけれど、中身は

変わらないんだと実感することができた。人と人の繋がり、
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そのあたたかさを感じた研修だったが、言い換えれば人の

繋がりによって生きている、一人では生きていけない社会

だと感じた。それは日本も同じだと思う。日本は無縁社会

だと言われるが、まだ「お互い様」の文化が残っていると

私は考える。我々も決して一人で生きているわけではない。

パラグアイと日本のつながりを知り、相手の属性に惑わさ

れず人と接していきたい。 

 

● 榊原 早織 
日本とパラグアイ、いや世界中の国々に共通すること、

それは「教育は国づくり」であるということだ。子どもた

ちが国の未来を創っていく。この研修を通して私は、その

ことを実際に見て、感じて、考えて、初めて身に染みて実

感した。それと同時に教員という仕事の責任の重大さを感

じた。パラグアイでは、青年海外協力隊、シニア海外ボラ

ンティア、専門家の方々からの印象的な言葉を頂いた。「現

地の方と一緒に悩み、一緒に考え、一緒に学びながら伝え

ている。」「どんなに高度なスキルをもっていても、押しつ

けでは伝わらない。一番大切なのは信頼関係。」「今すぐに

結果が出なくても、人の役に立つことをやっていく。」と

教えていただいた。これらの考え方は教員であっても同じ

だなと思った。私は、毎日の授業で、子どもたちに伝わる

言い方で伝え、子どもたちの中に生き続いていく知識を伝

えていかなければならないと感じ、身が引き締まった。国

際協力も教員も教育を通して国づくりをしているという

ことに親近感を感じた。 

 

● 野々山 尚志 
地球の真裏にあるパラグアイで、こんなにも日本とのつ

ながりを感じられるとは訪問前には思っていなかった。私

たちが日本で食べているゴマ商品がパラグアイで作られ

たものであることを実感したが、このつながりは、パラグ

アイの農家のことを思う日本人の熱い思いから始まった

ものである。日系人の方の厳しい時代に切り開いてきた努

力によって、日本人へのイメージは良くなっている。日本

語学校があり、日本食文化も根付いている。JICAが支援し

た数々の機器や建物、技術、思いがパラグアイで生きてい

る。距離は遠くても、この国に来たら私たちはすっとパラ

グアイ人になることができそうだ。はたして、逆の立場だ

ったらどうだろう。日本でももっとパラグアイのことを知

り、受け入れられる土壌が必要ではないかと感じている。

パラグアイと日本の同一性として一番に挙げたいのが、子

どもたちの笑顔である。この研修で、子どもたちとの出会

いをとても楽しみにしていた。「大切なもの」を語り合う

授業を通して、夢を語る姿はどちらも同じであると感じた。

素直に夢を抱くことができ、素直に語れる子どもを増やし

てきたいと感じている。 

 

● 箱山 園江 
日本とパラグアイのつながりと言えば「ゴマ」と「日系

人」である。小麦が干ばつで大打撃を受けた後に、日系人

の白沢さんがゴマ栽培を小農に普及させた。現在ではゴマ

は農家の重要な収入源となっている。日本のゴマのほとん

どが輸入されており、パラグアイのゴマは全輸入ゴマのお

よそ4分の1を占めている。ゴマのパイオニア的存在であ

る白沢さんは貧しい小農を救うために危険な地域に足を

踏み入れ、農家の方々の信頼を得て、ゴマの商業利用にこ

ぎつけたという。日系人の「誠実さ」「真面目さ」「勤勉さ」

が周囲の人々の信頼を得たようだ。遠く離れたパラグアイ

で日系人の方が懸命に活躍されたおかげで、パラグアイに

おいて日本は敬意と親しみを抱かれているという。研修前

はパラグアイについてほとんど知らなかったが、日系人の

方々の活躍を知り胸が熱くなった。「地球の裏側にも日本

があることを日本の子供たちに知らせてほしい」と、ある

日系人の方がおっしゃっていた。授業の実践を通じて、必

ず伝えていきたい。 

 

● 濱田 蒼太 
私はドレッシングが好きだ。私の中でのベストドレッシ

ングは、断然ゴマドレッシングだ。これまで、たくさんの

容器を空にしてきた人生だったが、原料のゴマが、地球の

裏側のパラグアイという国から輸入されてくることを知

ったのは、この歳になってようやくである。実は日本で消

費されているゴマの 70％がパラグアイ産であることを知

った。こんなにお世話になっているのなら、これまでで1

度くらいパラグアイについて知る機会があってもよかっ

たのではないか。日本ではあまりパラグアイのことが知ら

れていないのかもしれない。しかし、パラグアイは日本の

ことをよく知っているようだった。「親日国以上の親日だ

よ」と教えてくれたのは JICA パラグアイ事務所の吉田所

長である。私たちは様々な場所に行って人に出会うたび、

この言葉を実感した。道中では日本食のレストランや日本

車、鳥居などを見た。パラグアイでは、ごく自然に日本が

浸透している印象だった。また、訪問先の児童生徒の笑顔

は、地球の裏側でも同じだった。 

 

● 脇田 佐知子 
日本とのつながりを一番感じたのは、日本語学校を訪れ

た時である。習字や掃除を見学させてもらったが日本語学

校は、現在の日本よりも、かつての日本の良いところを伝

えている学校という感じがした。近所には、日本食を売る

スーパーなどもあり、地球の裏側でこんなにも日本らしい

場所があることにびっくりした。ホームステイ先も、日系

の方のお宅であったため、ごはん、みそ汁に漬物が出てき

たときには、日本と変わらない生活があるのだと思った。

また、普段よく口にしているゴマのほとんどが輸入に頼り、

その多くをパラグアイから仕入れていることは、パラグア

イを身近に感じるために子ども達にもぜひ伝えたい。そし

て、様々な地を訪れる中で、青年海外協力隊やシニア海外

ボランティアをはじめ、企業や大学などから多くの日本人

がパラグアイの発展のために、パラグアイの人々の目線に

なって働きかけを行っていることが分かった。そこでは、

様々な機械や道具に日本の国旗をモチーフにしたシール

が貼られており、日本から送られた物がパラグアイで有効
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利用されていることも分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 大澤 健人 
「国際協力」や「開発」というと、新しい技術やモノを

導入し、先進国と同じように変えていくための支援を思い

浮かべていたが、それは大きな間違いだったと気づくこと

ができた。例えば、教育に対するとらえ方や価値観は国や

地域、人や文化によってそれぞれ異なり、現地の教員や子

どもたちに困り感がない場合も多い。そのため、日本のや

り方を押し付けても受け入れられない、または残らず消え

てしまうこともある。やはり、現地に合う形を共に考え、

さらによりよい手だてを一緒に探していく姿勢が大切な

のだと感じた。上から目線ではなく、現地の人々と同じ目

線や立場に立つ。「与えていく」ことを基準にするのでは

なく、現地の人々の力を「引き出していく」ことが求めら

れ、引き出すために「共に」学びあう。それが、国際理解

教育のスタートになり、課題の解決やよりよい未来を共に

築く入り口につながるのだろう。 

 

● 加藤 侑子 
「楽しくわかりやすい授業」を目指して、私は今まで教

材研究をしてきた。授業の導入を工夫すると子どもたちは

興味を示して学習を始めるし、参加型の内容にすると友達

とにこにこ顔で学ぶ。もちろん、学習の単元ごとにねらい

があって、使う手法も違う。だからこそ、その選択にも私

たち教員は知恵をしぼって考えるべきなのだ。子どもたち

は素直だ。曖昧な教材研究のまま授業に臨んだり、やり方

を間違えたりすると子どもたちは「授業をうけさせられて

いる」顔になる。板書をそのまま写すだけのスタイルが授

業だと思っていたら、授業なんて楽しくないしみんなで一

緒に学ぶ意味が感じられなくなってしまう。教育基本法に

ある「教員は、研究と修養に励み」という言葉は、日本に

もパラグアイにも当てはまることで、今回の研修のように、

互いの国の教育現場を見て意見を交わすことで、互いにプ

ラスになるのではないかと感じた。 

 

 

● 久保田 真代 
貧困や環境問題、弱者への差別など、日本社会も抱える

課題がパラグアイにもあった。私が一番感じたことは「豊

かさ・幸せとは何か」である。日本は豊かな国だと言われ

る。しかし 、果たしてそれは本当なのだろうか。日本人

は幸せで、パラグアイ人は幸せではないのか。決してそん

なことはない。「幸せ」は人それぞれ異なるだろう。課題

を乗り越え、各自が思う幸せな状態になるためにはどうし

たら良いのか。一つの答えが、JICAボランティアをはじめ

とした国際協力なのだと思った。現地研修では様々な立場

で協力活動をしている人々に出会った。そこで皆さんが口

をそろえて言っていたことは、「相手の立場になって、一

緒に考えることが大切だ」であった。共に越えていくため

の支援方法についても考えさせられた。上から目線の協力

では、何も変えられない。また、カテウラ音楽団のファビ

オさんのお話にあった、「もので人は変わらない。」という

言葉が強く心に残っている。人の意識を変えることは、時

間もかかるし困難も多い。それでも、人のための行いは永

く続いていくのだという思いのもと、活動をしている人々

が増える教育を実践していきたい。 

 

● 榊原 早織 
「感受性」。パラグアイで最貧困のカテウラ地区で、ゴ

ミから作った楽器で音楽団を創設したファビオさんが大

切にされていた言葉だ。私が、この研修で一番考えらせら

れた言葉である。私は、これからグローバルな世界でたく

さんの人や情報と関わり合って生きていく子どもたちの、

感受性を育てていきたいと考えるようになった。そのため

に、何事もプラスに受け取れる子を育てていきたい。なぜ

なら、物事をどう受け取るかによって、その後の行動に大

きな差が生まれていくと思うからだ。そこで、私ができる

ことは、「こんな世界もあるよ。」「こんな文化もあるよ。」

と多種多様な分野の世界を子どもたちに浅くでもいいか

ら知らせること。そして、やりたい、知りたいと興味をも

って主体的に深めていけるようにさせていくことだと思

う。なぜなら、目的意識をもって学ぶことは、既存以上の

吸収力や気付きの力を発揮できると思うからだ。そうやっ

て、主体的に学んで気付いたことは必ずプラスに受け入れ

ることができると思う。私と関わったことで、何かの「き

っかけ」を与えられる教師になっていきたい。 

 

● 野々山 尚志 
パラグアイで活躍されている方たちが共通して大事に

していることは、「相手の視点に立ち、一緒に考え、一緒

に解決していこうという姿勢」だった。どの方も、目の前

の課題に真正面から向き合いながらも、自分の任期が終わ

ってからのことや、数年、数十年先の将来のことを考えて、

一生懸命であった。一生懸命だから、その姿はキラキラ輝

いて映った。尊敬できた。パラグアイにも日本にも共通の

課題として、貧富の格差や教育格差の問題がある。私はこ

れまで、それらの問題を解決するためには、国や自治体の

保障が充実しなければならないと考えて来た。もちろん、
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そのことも大切なのだが、私たち教師が、子どもたちに対

して、人のつながりを大切にし、困難さを抱えそうな人に

寄り添うことができ、感謝の気持ちを伝え合える、そんな

文化を、目の前の子どもたちの中に創造していくことで、

10 年後に貧富の格差がなかなか改善されていなくても、

生きづらさを感じずに生きていけるようになることが大

事だと考えている。 

 

● 箱山 園江 
共通の課題は、いかにして貧富の格差を是正するかであ

る。ゴマの栽培によって小農の収入を上げて生活が向上し

た。カテウラ音楽団の活動によって子どもたちが視野を広

げ、奨学金によって進学の夢を叶える子どももいる。しか

し、構造によって生じている格差を是正することは簡単で

はない。日本では生活保護法によって最低限の生活が保障

されているが、それでもまだまだ課題がある。いかにして

自立に向けた支援につなげていくかが大きな問題である。

困っている人に物や住むところを与えれば、目の前の状況

は良くなったように見える。しかし、物を使い果たし住み

心地が悪ければ、元の生活に戻ってしまう。本人が主体的

に選択し、改善に向けて努力をできるような働きかけが必

要である。人を支えるのは、他者とのつながり、主体的な

向上心ではないかと思う。家庭や社会での他者とのつなが

りと教育によって広い視野と技術を身に着けることで、課

題の解決に近づくと私は信じている。 

 

● 濱田 蒼太 
「共に考え・共に越える」ということを分かっているよ

うで分かっていなかった。そのことに気づかされたのは、

青年海外協力隊やシニア海外ボランティア、JICA民間連携

などで活動している方々に出会ったからである。帯広畜産

大学の教授であり、酪農振興プロジェクトを進める小川さ

んが大切にしていたのは、上から目線になってはいけない

ということだった。「私もこちらの言葉や家畜にかかる病

気を知らないから、彼らから学ぶ。彼らの立場に立って、

こっちにあるものや状況で何ができるかなということを、

彼らと一緒に悩んでいる。」「現地の人を尊重して、信頼し

合う。そうじゃないと受け入れてもらえない。」「現地の人

が主役だから、彼ら自身が酪農を進めていかないと意味が

ない。」酪農は日本では発展しているのだが、小川さんは

押し付けない。あくまで、現地の人の立場に寄り添い、一

緒に悩んでいくのだ。こういった姿勢は、訪問先で国際協

力を行うすべての方々に共通するものだった。「共に考

え・共に越える」ための入り口は人と人との信頼関係にあ

るのだと思った。共に学びあい、知り、考え、気づき、よ

りよい未来を共に築く生徒を育てたい。 

 

● 脇田 佐知子 
 課題を克服しようと取り組む人々に、活動の中で気を

付けていることを伺うと、皆さん共通して次のようなこと

を教えてくださった。「相手の目線（立場）に立つこと（相

手のレベルに合わせること）」「上から押し付けないこと」

「つながりを大切にすること」「共に解決しようという姿

勢であること」この視点は、決してパラグアイにおける課

題解決だけではなく、どこにおいても言えることで、私自

身に欠けていたことだと思った。私自身がその視点をもっ

て子ども達に接するだけではなく、子ども達同士も同じ視

点をもって接することができたらと思う。さらに、「今が

良ければ」という考えではなく、将来のことを見据え、何

が正しいのかを考えて活動されていることを知り、この視

点も大切だと感じた。また、カテウラ音楽団のファビオ団

長のお話の中に出てきた「物質の援助では、人を変えるこ

とはできない。本質的な解決をするためには、考え方を変

えることが大切である。そのためには、視野を広げてあげ

ることが必要である。」という考えは、一番印象に残った。 
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◇ 同行ファシリテーター挨拶の後、①パラグアイの文化、②ゴミ

問題、貧富の格差、③課題問題の好事例、④農村部の課題、⑤

教育の質、⑥子ども達の笑顔、⑦現地の子ども達へのインタビ

ューとその結果、⑧課題解決の姿勢、⑨日本とのつながり、⑩

研修を通して学んだことについて、現地の写真および動画と共

に紹介した。 

 

◇ 実践のねらいとプログラムをまとめた「実践報告ポスター」と実践の教材、成果、写真などをもと

に、フォーラムに参加した人たちに、５6分間（１4分×4セッション）報告を行った。 

◇ 同行ファシリテーターによるチーム紹介後、次の流れで海外研修報告を行った。 

① パラグアイの場所等、基本情報を紹介 

② パラグアイの公用語、パラグアイ文化クイズ、ホームステイ体験と日常の暮らしを紹介 

③ 現地で活躍する日本にルーツを持つ方々との出会いと印象的だった言葉、課題解決（国際協力）

の姿勢、帰国後実践例、現地研修で得た学びを、現地の写真と音楽と共に紹介 

◇ 会場内に「パラグアイ展示コーナー」を設け、生活用品や現地の学校で使われている教科書などの

紹介を行った。 
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● 足立 友香 
「自分の視野を広げたい！知らないことを知りたい！」とい

う想いと共に、「世界には色々な国や文化があることを生徒に

知ってほしい！」という願いを抱き現地研修に参加した。町の

風景、独特の匂い、生活する人々、建設中のビル、交通状況、

路上にいる家畜等々…。現地に来たからこそ得られる情報がた

くさんあり、体感することができた。また、現地の言葉で挨拶

をすることで、現地の人と通じ合う喜びを実感できた。現地の

方との交流はもちろん、様々な分野で活躍する青年海外協力隊

やシニア海外ボランティアの方々との交流に多くの刺激を受

け、全ての出会いが自分の学びとなった。特に、教育の分野で

活躍されている方々の生の声を聞くことができことは大変貴

重であった。改めて、「教育」の重要性を実感した。研修を通

して、自分の中でこれまで当たり前に感じていた価値観を揺る

がす大きな経験ができたと実感している。自分の体験と現地で

得た教材を存分に活用して、生徒がエチオピアの文化に興味や

親しみをもち、世界への興味が広がるように授業を考えたいと

思う。 

 

● 木村 智子 
この研修に応募したのは、①国際理解教育の授業展開のノウ

ハウが知りたかった、②実際に開発途上国を訪問し、自分で見

て、感じ、生の声が聞けるという点に、自分の言葉で語るには

実体験こそものを言うと思った、からである。しかし今は、自

分の生徒の学校と部活と塾との三角形の世界から、彼らの視野

を広げ「世界と自分とのつながり」に気が付いてほしい、少し

でも世界の出来事やそこに住む人々や文化や伝統に関心を持

つことで自分を見つめ直すきっかけとしてほしい、世界の中の

日本を意識したり、日本の良さに気が付いたり、自分に関わる

全てにおいて「物を見る角度」を変えてほしい、と思う。色ん

な視点が増えることが、自分の進路選択や将来を考える上でも

必要だと気が付いた。研修に参加し、様々な職種の青年海外協

力隊の方々やシニア海外ボランティアの方々、JICAスタッフの

方々のお話を聞き、ワークショップを介し、仲間の考え方を深

く知ることで、生徒に国際理解を通して「知ることの意味」、「教

育とは？」、「幸せとは？」などの問に於いても自分の言葉で語

れるようになった。達成度を表せと言われたら今現在は 80％

である。まだまだ、これから考えを熟成させ、生徒への還元を

してこそ100％の達成感を持てると思う。 

 

● 児玉 恵理 
「外の世界を見てみたい！いろいろな世界を感じたい！」私

がこの研修に参加したいと思った理由はこれである。教師とし

て、目の前にいる子どもたちに何を伝えられるのか。広い視野

を持って物事を見てほしい、そのために私自身が色々な体験を

してみなくては！と感じたからだ。研修では、予想していた以

上に濃くて充実した時間を過ごすことができた。多くの人との

出会いがあったし、エチオピアの言葉や文化に触れ、人懐っこ

くとても礼儀正しい人々の姿なども見つけることができた。年

上の方を敬ったり、相手をもてなしたりするといった日本と似

ている習慣があることも知った。一方でインフラが整っていな

かったり、教育格差があったりと課題も知ることができた。日

本は恵まれていて、たくさんの選択肢がある中で自分の意思を

持って決断できることが多いが、エチオピアではそうでないこ

とが多い。日本の良さに改めて気づくことができたが、だから

こそ「自分たちに何ができるのか。何をすべきなのか。」と考

える機会となった。今回の研修で体験し学んだことを子どもた

ちに伝えることはもちろんだが、子どもたち自身に問いかけ、

考えさせる授業にもしていきたいと考えている。 

 
● 三小田 京子 
今回の研修の目的は、外国籍の児童と日本籍の児童の融和で

ある。各クラスには1割ほど外国籍の児童がいるが、入学前か

ら日本で生活している外国籍の児童が多いのに、休み時間に外

国籍の児童でかたまってしまう傾向がある。そこで、国籍を越

えて融和する方法を求めてこの研修に参加した。エチオピアは、

多民族国家である。また、イスラム教とエチオピア正教が混在

し、異文化が同居していた。スーパーに入ると、子ども向けの

本があり、その中には、猫とネズミが結婚する話があった。「対

話することが大切である」と教えるために昔からあるそうだ。

エチオピアでは、小さい時から、対話の大切さを教えていくこ

とを知った。また、JICAエチオピア事務所所員等との懇親会で

は、対立している民族を融和させるために、第三国が入って話

し合いの場をもつきっかけを作っている、と教えてもらい、話

し合うことの重要さ、大切さを身に染みて感じた。学校生活の

中に話し合うきっかけをつくり、児童が相互理解し融和できる

ようにしたい。 

 
● 白神 大典 
私が本研修に参加した目的は、出会った人々に対して4つの

質問を尋ねて記録して、生徒に還元する授業のもとにすること

であった。人種・国籍・民族・職業・場所・時間問わず様々な

 
※現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。 
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人へインタビューを行った。「幸せとは何か？」「何のために学

校で勉強する必要があるのか？」「あなたの夢は？」「あなたに

とって一番大切なものは？」これが4つの質問である。解答は

こうであった。「幸せ」については様々な答えがあった。Family。

My dad。Teaching。Sharing。Helping for my students。Traveling with 

my friends。その中でも共通していた部分は、自分以外の誰かを

対象に挙げる点であった。「勉強」について、open my mindと

いう答えがあった。目的として、socializedという言葉を使って

いた人が多かったように思う。社会の為に自らが知識を蓄える。

そういった人々の意見の共通が見られた。「夢」については日

本と同じく多くの人が職業を挙げていたが、違ったのは、現状

に悲観し夢はないと答えた人がいたことと、自分の周りの人々

へ貢献するために夢を描く職業に就きたいと答えた人がたく

さんいた点だ。ここに人々が抱える課題と、人々の社会性を私

は感じた。「一番大切なもの」について、多くの人が家族と答

えた。世界における全てだと答えた人も幾人かいた。授業を行

い、生徒が「幸せ」「勉強」「夢」「一番大切なもの」について

見つめなおすきっかけを作り、自分なりの答えを見つける手助

けをしていきたい。 

 

● 白木 純子 
私が教師海外研修に参加したのは、ニュースや本で知ってい

るアフリカ大陸に行ってみたいという興味があったからだ。私

が見聞きする多くのアフリカについての情報は、飢餓、民族紛

争、過酷な大地など負を連想させるものが多かったように思う。

人々は本当に不幸なのかということを自分の目や耳、気候を五

感で確かめたかったのである。そして、今回の研修を通じて言

えるのは、幸せと感じる幸福度が高い人々が日本よりも大勢い

るかもしれないということだ。エチオピアに関して言えば、民

族の対立が政治に絡んではいるものの、独立国としての国の誇

りが勝っているような感じさえ受けた。私は、通り一辺倒な情

報に流されず、自分の目や耳で確認できたことが何よりの宝で

あると同時に、成長を続けるエチオピアの足元では地道な青年

海外協力隊やシニア海外ボランティアの方々の努力があるこ

とを知ることができた。それを日本の子ども達に伝えることが

できることを大変嬉しく思う。 

 

● 谷口 加恵 
私の現地研修に対する目的は、あらゆる人に「なぜその職業

を選んだのか」という問いかけをし、日本における職業選択の

窓口の広さや自分の意思で職業選択ができることを前向きに

捉え直させたいというものだ。職業訓練校や私立小学校では、

「grade10の試験の結果、今の職業になった」や、「他に道がな

かった」と答える者がおり、路傍の靴磨きの成年男性は「自分

の意思で職業を変えたい」と語った。これは日本の高校生たち

に、職業選択の機会が比較的多いことを自覚させる契機となる。

また、青年海外協力隊の工藤さんの「やりたいことをやってく

ださい」というメッセージやシニア海外ボランティアの熊丸さ

んの「やりたいことのできる今の仕事が幸せ」という言葉、職

業訓練校で勤務する現地の方の「大学に入り直して若者の雇用

のために今の仕事を選んだ」という回答は、高校生に自分の意

思で職業選択をする大切さを気づかせてくれる。この経験を生

かし、「総合的な学習の時間」において「自分のやりたいこと

は何か」と自身に問いかけながら職業選択をする重要性につい

て見つめ直してもらえるような授業を展開したい。 

 

● 前地 直樹 
開発途上国であるエチオピアが置かれている現状や国際協

力の現場、エチオピアと日本の関係に対する理解を現地訪問し

て研修を受けることによって様々なことを学んだ。実際にいろ

いろな情報も日本では得られるが、体験をすることによって日

本にいる時よりも何倍もエチオピアに対する理解が深まった

と思う。食事や人々との生の交流、予想外の出来事等は実際に

現地に行かないとわからないことばかりだったと思う。食事で

は、ある程度食事に苦労することを予想していたが、インジェ

ラをはじめとするエチオピア料理やイエメン料理などほとん

どの料理はおいしかった。生で人々と接することで、日本と変

わらないこと、違う所をより考えるようになった。街を歩いた

り、お店に行ったり、車に乗っているときに何気ない風景を見

ているときに数多くの発見や驚きがあった。沢山のビデオや写

真を撮ったが、これらの何気ない気付きや疑問、驚きなどは子

ども達に授業を実践するにあたって伝えていきたいところで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 足立 友香 
エチオピアと肯定的に出会えたと感じたのは、「人々の心」

に触れたからである。現地に行くまでは、「発展途上国＝貧し

い…」という先入観をもってしまっていた。しかし、現地のあ

らゆる訪問先で出会った人々は、温かくとても親切だった。コ

ーヒーセレモニーというおもてなしの文化にも何度も出会う

ことができた。確かに物質的には豊かとは言えない国であると

思うが、エチオピアの人々から「心の豊かさ」について逆に気

付かされたように思う。何よりも家族との時間を大切に考える

という姿勢はとても素敵だと感じた。自分が日本での生活を思

い出した時に、日々の多忙感の中で見失っていたことを振り返

ることができた。そして何よりもエチオピア人の人柄にとても

好感をもった。見知らぬ外国人に対して歓迎の言葉をかけてく

れたり、こちらから挨拶をすると優しい笑顔を見せて挨拶を返

してくれたりした。お辞儀をしたり手を合わせたり、相手と肩

を合わせたりする作法も見られた。目上の人を敬い、互いを気
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遣うことのできる素晴らしい文化であると思った。 

 

● 木村 智子 
まず、チーム全体がエチオピアについて否定的な考えは持っ

ていなかったように思う（ダニに注意！ということを除く）。

準備も楽しみつつ、未知なるものとの出会いにワクワクし、一

つ一つの発見を興味深く共有していた。到着初日の豪雨＆雹

（ひょう）の悪天候でもみんな「ウエルカムのシャワーだ！」

と言い、開発途上国なのだから当然道もガタガタであり、ゴミ

も多く建設途中のままの廃墟のような建物が多く、交通違反も

多い道路状態をみて、「エネルギッシュな国」と表現し、言葉

一つとって、もものの見方次第で印象はずいぶん違うと感じた。

人々の様子は本当に礼儀正しく、にこやかで穏やかな国民性な

のは街中に溢れており、よく見る「貧困の国エチオピア」の写

真などとは遠い印象を受けた。肯定的に出会えたかどうかは自

分ではよく分からないが、ゼロベースでこの国に入り、ただた

だもっと知りたい！人と話がしてみたい！！と強く思えた。相

手に興味を持ち、より深く知り、思いこまず、そのまま受け入

れることができた時が、様々な問題解決の入り口に立った時な

のだろうと思った。 

 

● 児玉 恵理 
エチオピアの言語はアムハラ語。聞いたことも見たこともな

いこの言葉を私は全くイメージできず、出発前は覚えようとも

していなかった。しかしエチオピアに到着し、現地の人に「サ

ラームノゥ」と笑顔であいさつをしてもらったとき、とても嬉

しく言葉の持つ力を感じた。それから自分なりにアムハラ語を

手にメモし、チャンスがあれば使ってみようとした。あいさつ

の力はすごい。日本人の私がアムハラ語であいさつをすること

で、エチオピアの人々はとっても嬉しそうに返事を返してくれ、

エチオピア流の肩をぶつけ合うあいさつをしてくれる人もい

た。言葉は違っても気持ちは伝わるし、たった一言でも相手を

笑顔にさせられる。大切なのは「話したい」「伝えたい」とい

う思いなのだと感じた。そこからさまざまな視点からエチオピ

アに興味をもつことができた。訪問国に肯定的に出会えたこと

によって、エチオピアを何倍も好きになったし、たくさんのこ

とを学べたと感じている。 

 

● 三小田 京子 
エチオピアに行く前に、心配していていたのは、衛生面とコ

ミュニケーションだった。サービスが行き届かず、布団にダニ

がいるのでは、部屋は…と不安だった。また、日本語以外でき

ない私にとって、現地の人に意思を伝えることができるか幾つ

も方法を考えた。しかし、エチオピアで過ごした期間、特に困

ることなくホテルで過ごし、フロントで困っていることはない

か気配りをしてもらう等、特に困ることはなかった。コミュニ

ケーションは勢いで、言語は JICA エチオピア事務所の中川さ

んや宮中さん、サラさんに通訳してもらい大変助かった。一番

驚いたのは、ホテルのオーナーが女性で、他の従業員から一目

置かれていたことだ。他の場でも女性の働くことに肯定的な場

面があった。男女の区別はあるが、開発途上国、イスラム教の

国でも、女性の社会的地位はある程度確立していた。それと共

に、改めて日本の女性の社会的地位の低さを感じた。現地の方

に話を聞いていたとき、多くの方が、「他人のために、国のた

めに、未来のために」と熱く語る姿があり、それはとても眩し

く思った。 

 

● 白神 大典 
まず初めに、海外で学んでくる私たちが担うミッションとし

て、皆でエチオピア10ヶ条を決めた。はじめのひとつは、「研

修の全てを楽しむ」であった。「意外とおいしい！」が初めて

インジェラを食べたときの感想である。昨年の報告書を読んだ

りして情報収集をして、今回の研修に臨んだため、ある程度イ

ンジェラの味については覚悟をしており、研修で出会う全てを

楽しむために来たので食べてみたら意外と美味しかった。他に

も日本にいたら信じられないようなことがたくさんあった。到

着した途端に雨季の大雨がアディスアベバ空港を襲い、雹（ひ

ょう）まで降ってきて空港内で身動きが取れず。水はけが悪い

アディスアベバの道路は濁流になっていた。小学校の場所を誤

り、予定していた小学校へ着いた頃には生徒達が下校してしま

っていた。チェンチャマーケットは想像を超える足場の悪さだ

ったし、ドルゼ村での歓迎のお酒の強さは、私にとって苦しい

ものであった。しかし、全てが楽しかった。楽しむために訪れ、

楽しもうとしていたからである。大雨はエチオピアのインフラ

事情を知るきっかけとなった。小学校では思わぬ生徒達との交

流もあった。チェンチャマーケットでは２人の子どもが私の手

をずっと引いて歩いてくれたし、ドルゼでの一夜は人生の中で

かけがえのないものとなった。何よりも一つのことが起こるた

びに、ともに過ごす仲間との結束が強まっていったように思う。

まずは受け入れ楽しむこと。全てを終えた今、それが重要な事

であったと思っている。 

 
● 白木 純子 
「チャイニーズ」と町で呼ばれることが辟易としてきた頃、

私はある青年海外協力隊の方が、「あれは嫌味で言っている訳

でもなく、ただ彼らが私たちを見つけて、話しかけたいから言

っているんだよ。」と教えてくれた。現に小学校に勤務する彼

女は、クラスの少数民族の子を先生が呼ぶときには、名前では

なくその部族の名前を呼ぶらしい。その話を聞いた途端、彼ら

の印象が変わった。話すきっかけが、部族名で良いのかは別と

して、彼らは我々に興味をもち、私が「アイム ジャパニーズ」

と訂正すると、そこから話が続いていくことが多い。彼らを日

本人と同じ、恥ずかしがり屋だとばかり思っていた私は、この

国の人はフレンドリーなんだという見方に変わっていった。疲

れて帰ってきたホテルのレストランでは、料理のオーダーを取

った後、1時間近く待っても料理が出てこない。こちらの人は、

仕事が最優先ではなく、家族が最優先であるということを思い

出し、状況を俯瞰することができた。このように、最初はびっ

くりすることでも、その背景を知っていくことで、肯定的に出

会い直すことができると思った。 

 

● 谷口 加恵 
訪問国での経験より、相互に理解し合うという点において、

決めつけることなく肯定的に反応し、相手の反応も受け入れる
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ことが重要であると学んだ。エチオピアの国々のようにかけ離

れた環境にある人々の表情は、離れて見ている分には何を考え

ているのか読み取り辛く、話しかけにくい。少し敬遠しがちに

なるほど目が鋭くて怖いと感じることもある。ところが彼らは、

車の中で微笑む異国人の私を驚くほど遠くから見つけ、そして

頷き返す。少し手を挙げれば口を大きく開けて笑い、手を振り

返したり、親指を突き立てて見せてくれる。また、訪問国でチ

ャイナと何度も呼びかけられた経験から、日本人は中国人に間

違われやすいということに気づいた。これに対しどのように反

応するかでも、エチオピア人との出会いは大きく変化する。実

際に国を間違われているのは心外な気分ではあるが、ここでむ

っとしてはお互いを理解し合うのに時間がかかる。エチオピア

人も悪気があって言っているのではない場合がある。いちいち

訂正するのをやめてから、彼らの好奇心旺盛な表情に気づける

余裕ができた。日本人としての誇りを抱くのは大切ではあるが、

時としてそれはどうでもいいことかもしれない。 

 

● 前地 直樹 
沢山のことの中で特に思ったことは、「幸せ」についてであ

る。確かに経済的に恵まれていなくて生きていくのに大変な人

たちもたくさん見てきた。経済的な充足は不可欠である。一方

で、緩やかに「問題ない」と大らかなエチオピア人の多くの国

民性に羨ましさも感じる。家庭を大切にし、仕事に振り回され

ていない人が多い。一方、日本人は経済的に満たされている人

ばかりではないにしても、飢えることは少なく必要なものは数

多く手に入る人がほとんどであるにもかかわらず、幸福感を感

じられていない人が少なくない。経済的なものは金額や数字で

表しやすいが、ゆとりや人間関係などは数字では表せない。こ

のような数字で表せない部分にも、もっと目を向けてトータル

でもっとみんなが「幸せです。」と言える社会にしていくべき

ではないかと思った。エチオピア人のおおらかさや笑顔から幸

せについて考えさせられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 足立 友香 
日本とエチオピアのつながりは、馴染みのあるTOYOTAのロ

ゴを街の中で多く発見したことで感じることができた。また、

Ethiopian Kaizen Institute を訪れてトヨタの生産システムである

「KAIZEN」がエチオピアで取り入れられていることを学んだ。

さらに、KAIZENの取組は政府からも評価され、大学や職業訓練

校等の教育の現場にも普及しつつあるということを聞き、日本

からの影響が良い効果をもたらしていることを嬉しく思った。

同時に、日本人がこの状況をもっと知るべきだとも感じた。青

年海外協力隊の工藤さんが、「協力隊員として異国の文化に溶

け込んで生活をすることは大切だが、その国らしさを全て‘文

化の違いだから良し’とすることは違う。どの国や文化であっ

ても起業して成功するには、共通することがある。」と言って

いた。現地の方々と共に仕事をする上での苦労がある中、それ

でもエチオピアの雇用拡大に尽力されている工藤さんの強い

思いを感じた。青年海外協力隊やシニア海外ボランティアの方

の存在が、日本とエチオピアをつなぐ重要な存在になっている

ことを感じた。 

 

● 木村 智子 
到着したその週は、日本とエチオピアとの異なる点に興味が

あり、はるか遠いアフリカの大地ならではの我々にとっては珍

しいものにアンテナが張り、「違いって面白いなぁ」「違ってて

当然だよね」って思っていた。しかし、滞在が長くなると表面

的な違いよりむしろ知れば知るほど「なんだか日本と変わらな

い」「日本と同じだ」と思うことが多くなっていった。それは、

TOYOTA車が多く走っているだとか、意外にイタリアンが美味

しいとか、生ビールがあるだとかそういう物理的な共通点では

なく、仲間が聞き続ける質問の答えから見えてくる人間性の面

である。日本人でもエチオピア人でも皆ともに、毎日一生懸命

生きており、より良い生活を求めているのは同じであり、家族

を大切に思い毎日を暮らしているということである。きっとこ

れはどこの国でも同じことであり、同じ地球に住む誰もがみん

な共に持っている感情なのだと改めて感じた。そして、その瞬

間から、無性に家族に会いたくなったのを覚えている。開発途

上国、先進国問わず共にお互いの今の生活基準を損なうことな

くより良い世界になるように考えていきたい。 

● 児玉 恵理 
私はこの研修に参加するまで、KAIZENという言葉を知らなか

った。日本語で「改善」にあたる言葉が、音もそのままでエチ

オピアに広がっていることを知った時、こんなところで日本と

エチオピアがつながりを持っているのだととても意外で驚い

た。KAIZENはいろいろなところで見られた。例えばEKIでは、

ねじを種類別に分けて入れる、何がどこにあるかが一目で分か

るように壁に印をつけてしまえるようにする、混雑せずスムー

ズに動けるよう床に矢印を書いておくなど。クッキー工房や職

業訓練校、Sabaharなどでも同じように整理整頓されていた。日

本でよく言われる「整理・整頓・清掃・清潔・躾」の5Ｓがエ

チオピアでも大切にされていることがとても嬉しかったし、日

本の文化を誇らしく感じた。また、私たちがさまざまな場所に

訪問した際に、「This is KAIZEN!」と笑顔で話してくれる姿や

KAIZEN を伝えた日本にとても感謝してくれている姿を見て、

KAIZEN との出会いの中にもエチオピアの方々の真面目さと誠

実さを感じることができた。こんなにも広がっている KAIZEN

を、今度は日本でも改めて見つけてみたいと思った。 
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● 三小田 京子 
日本も多く輸入しているコーヒは、いたるところで目にする

ことができた。コーヒーセレモニーといった他人をもてなすこ

とや、目上の方を尊重する習慣は日本と変わらないと思った。

また、悪いことをしている子どもを叱ること、コミュニティー

を大切にしていること等、少し前の日本と通じることもあった。

文字や言語はエチオピア独自で、アムハラ文字は平仮名と同じ

く一音一文字であり、とても親近感を覚えた。両国のこれまで

他の国から侵略されずにきた歴史が、共通する文化をもたせた

かもしれないと思った。また、日本の製造業で始まり広がった

カイゼンを、エチオピアでは積極的に取り入れられて学校で学

ぶことの1 つになっていて、大学では学位がつくられていた。

そして、職業訓練校で学んだ人が、整頓・清潔などカイゼンを

取り入れて自分のお店を作っていた。職業訓練校自体にも取り

入れられ、授業を行う場所に、生徒や外部の人から意見を受け

付ける、カイゼンシートなども取り入れられていた。人の思い

は、世界共通なのだと思った。 

 

● 白神 大典 
エチオピアの道路はトヨタの車でいっぱい。日本車が売れて

いる理由は、日本では購入から10～15年立った車は誰も買わ

ず、そういった状態の中古車が海外に安く輸出されているため。

シニア海外ボランティアの熊丸さんが出会った車で、一番走っ

ていた車は50 万 km 走っていたという。カイゼンの考え方が

エチオピア内で深く浸透していること。小さなスーク等でも商

品を整理整頓して、お客さんに見やすく配置して、カイゼンの

考えをもとに営業努力をしている。「Do you know KIZEN？」と

聞くと多くのビジネスパーソンが「Yes！」と答える。改善と

いう日本語がここまで知られていることは驚きであった。人々

の性格や考え方は日本人と共通しているものが多い。控えめで

恥ずかしがり屋さん。年上を敬い、礼儀正しくて、親切。街行

く人は「サラムノウ」と言って挨拶すれば、「サラムノウ」と

返してくれる。そして、子どもたちの笑顔は輝いている。エチ

オピアでも日本でも、子ども達は元気いっぱいに今を生きてい

る。遠く離れた日本とエチオピアとの繋がりを多く発見するこ

とができた研修であった。 

 

● 白木 純子 
ドルゼ村で、実際に住んでいる家の中にお邪魔した時、家が

全て自然のもので作られていることが分かった。象の形をした

屋根は藁葺き屋根、柱などは木や竹で作ってある。家は蟻にか

じられる為、時々玄関の下を切り、その度に天井が低くなり、

外観から見ると家も低く小さくなる。瓢箪を吊り下げている紐

一本とっても、偽バナナの実を取った後の繊維を紡いでできた

ものだ。ここでは、自然界にあるものを最大限に利用している

暮らしがある。それは、草履を藁で編む日本の昔の暮らしとよ

く似ていた。「車で渋滞している道路 200 メートル中に、

TOYOTAの車が40台あった。」というくらいTOYOTAのランド

クルーザーなど大型車を沢山見る。車の修理工場ではシニア海

外ボランティアがエンジンを解体したものを見せてくれた。コ

ストやスピードを優先し、壊れた部分の部品交換が主流の現在

の日本ではなく、壊れたら修理する昔の日本をここでも思い出

した。 

 

● 谷口 加恵 
エチオピアカイゼン機構（EKI）訪問において、事例として

愛知県のTOYOTAがとりあげられており、研究されていること

を知った。TOYOTA 発祥のKAIZEN は、業務上の余剰や無駄を

排除し、効率的かつ安全に配慮した職場環境を勤労者が中心と

なって作り上げる発想であり、仕組みである。その発想は、フ

ェアトレード会社のサバハールにおいても導入され、ディレダ

ワの零細企業のスークの経営者が独学で取り入れている現状

も目の当たりにし、広く浸透していることがわかった。日本か

らずっと離れた国で愛知県の企業の業務改善例を学んでいる

人々がいて、そこで働く現地の人々が、日本からの訪問者を歓

迎し、感謝してくれるということを、日本の高校生はあまり知

らないのではないだろうか。EKI の若手社員に日本の高校生へ

のメッセージをもらったところ、日本への感謝の気持ちといつ

かアフリカの国やエチオピアを訪れてほしいと言っていた。日

本のこれまでの実績に誇りと感謝の気持ちをもち、その上に何

を築き上げていくことができるのか、生徒たちと考えていきた

いと思う。 

 
● 前地 直樹 
つながりについて。日本とエチオピアとの関係は他の国との

関係に比べるとまだ大きくないと思った。物については電化製

品やメディアでも他の東アジアの中国や韓国がビジネスとし

て成功している。唯一健闘しているのが車であった。印象とし

ては「エチオピアで売る努力がこれから求められるが、モノづ

くりの信頼性はある」である。壊れにくい日本車は、10 年以

上経っても、30 万キロ以上走っても、中古車市場で圧倒的人

気でエチオピアに受け入れられているのだ。同一性について。

エチオピアでも日本でも、どこでも、身近な環境のものをうま

く利用しながら、長年の知恵を蓄積し、て文化にして上手に生

きていると思った。例えば、ドルゼ村では、近くにある竹と偽

バナナを使って上手に生活している。竹で作った家、偽バナナ

を加工して食事にし、紐等道具を作って生活している。その長

年の知恵に感心する。世界中、気候に応じた作物を植えてそれ

らをうまく生かしながら衣食住を行ってきたのだ。その世界中

の人間の知恵に驚かされる。 
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● 足立 友香 
日本とエチオピアは現状が異なりそれぞれの課題があ

る中、自国の立場からの視点だけでは、共通の課題解決に

はつながらないことを感じた。現地研修を通して、エチオ

ピアをより身近に感じられるようになったことで、同じ地

球上にある公正な立場の二国に共通する課題は何か？と

いう問いかけが、自分の中に、より響くようになった。そ

れを考えた時に、一番に浮かぶことは「すべての子どもた

ちに適切な教育を提供すること」であると思う。現地の子

どもたちとの出会いから、子どもたちの目の輝きを失わせ

てはいけないこと、どのような環境に置かれている子も成

長したい、学びたいと思っていることを強く感じた。経済

的な格差から学力的な格差につながる点は、日本にとって

も同様の課題であると感じる。青年海外協力隊の方が、「支

援は押し付けであってはならない。相手の伝統や文化を受

け入れ尊重した上で一緒に取り組むことが大切だと思

う。」と言っていた言葉が印象的である。互いに発展して

いくために、受け入れ合い、学び合っていくことが大切だ

と感じる。 

 

● 木村 智子 
エチオピアと日本の共通の課題は、「環境問題」や「女

性の雇用問題」や「地域格差」など様々であるが共通して

解決におけるキーワードは「教育」であると考えた。今回

の研修を通して、「知る」ことの意味を考え、「体験」から

得られる感情や「教育」のもつ計り知れない影響力を感じ

た。エチオピアでは幼児時代の情操教育の欠如が、ごみ問

題につながり、ルールを守る力や、チームワークで作業す

る力が育ちにくいということ、物事の達成感が得られにく

いため途中で取り組みを放棄してしまう人が多い現状が

あることを何人かの青年海外協力隊員の方が力説してい

た。教育こそが、国の力となることを知った。日本では「勉

強＝受験合格＝幸せへの切符」のように捉える生徒も多く

いる。しかし、本来の学習のあり方とは、得た知識を社会

のために用いてこそ、誰かの役に立ててこそ、誰かを幸せ

にするために用いてこそ、その意味があり、点数だけの知

識では無味乾燥な気がする。勉強する意味をもっと深く考

えていきたいと思った。 

 

● 児玉 恵理 
 青年海外協力隊の方とのワークショップの際、「エチ

オピアの課題を解決する方法」を一緒に考えた。その時、

青年海外協力隊の浦田さんが「エチオピアは他国に植民地

化されていないから、それを誇りに思っている。しかしそ

れ故に頑固で、回りからのアドバイスを受け入れようとし

ないところがある。もっと回りのアドバイスを柔軟に受け

止め取り入れていけたら、良くなる部分がたくさんある。」

と言われていた。独自の文化や自国を誇りに思うことはと

てもすばらしいことではあるが、「より良くしていこう」

と考えるときには、みんなで知恵を出し合い、受け止め合

い、理解し合うことが大切なのだと思った。そして、その

中で必要であれば自分のやり方や考え方を変えていくこ

とが発展へとつながっていくのだと感じた。「してあげて

いる」ではなく「共に」という意識でいることが、支援に

は必要であることも感じた。 

 

● 三小田 京子 
エチオピアでは、授業は先生が教えるだけで、例えば算

数の計算などの演習時間はほとんどない。けれど、小学生

でもテストができないと留年し、留年すると学費が高騰す

るせいもあってか、学校に行かなくなる子がいると聞いた。

他にも、家計を助けるために小学校をやめて、一人で都市

に働きに来て、靴磨きをしている子、親のネグレクトのた

めに、ストリートチルドレンになった子もいるそうだ。日

本でも、家庭が落ち着かず、学校でしっかり学ぶことがで

きずに、文字の読み書きさえままならないで小学校を卒業

していく子がいる。社会のしわ寄せは、弱者とくに子ども

にいくのは、エチオピアだけではなく、日本でもどこでも

同じであると思った。これを変えていくためには、個人で

は非常に難しいことである。地域・社会など、周りが支え

る仕組みや、周りの人が支える意識が、必要ではないかと

改めて感じた。他人を思いやる、助け合う、協力すること

は、やはり大切で、人が生きていくために不可欠であり、

大事に育てていく必要性を強く感じた。 

 

● 白神 大典 
日本とエチオピアの共通点として、数学のカリキュラム

が日本と変わらないことを知った。むしろエチオピアの方

が少し早く、中学生で三角関数であるsin, cos, tanを学ぶと

いう事は驚きである。しかしカリキュラムが効果的に運用

されておらず、生徒の理解度が低い。また、教員（特に小

学校）の給与が低く、待遇が悪いためにモチベーション向

上に繋がらず、教員の質が低下していると聞いた。しかし

エチオピアの先生たちは定時になると学校を出て、家族と

過ごす時間を大切にしているとも聞いた。日本でも教員の

過剰労働が問題となっている。エチオピアと比較すると待

遇面で恵まれている日本の教員は部活や校務に追われ、家

族と過ごす時間もない方が多いと感じる。青年海外協力隊

の方々との懇談の中で、「エチオピアの人たちは、幸せを

見つけるのがうまい、と感じる」という意見があった。ま

た、JICAエチオピア事務所のナショナルスタッフSara Sem

さんは、「幸せとはとても簡単なことで、家族と共にいる

こと」と言っていた。お互いがお互いの幸せについて意見

を出し合い、見直せばよりよい教員にとっての幸せを見つ

けられると感じた。 

 

● 白木 純子 
「教育の面で地域の格差があること。」東京都と岐阜県

の２県で教員として働き感じたことだが、地域ごとにそれ

ぞれの教育文化や習慣があるということである。財政の問

題や、古くから伝わる慣習があり、地域に根ざす学校であ

るからこそ、そのような差があって当然なのだが、日本国

民として教育基本法のもと、目指す子どもの姿やそれに向

かうアプローチの仕方もある程度そろえておき、質のそろ
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った教育ができるといいと思った。それは、子どもの捉え

方にもよるのかなと思う。子どもを、将来を担う宝と捉え、

その子の才能を開花させようと思っている先生がいる学

校や地域は、子どもの作品が大切に保管されており、授業

の教材もあり、教室の壁面には英語などのアルファベット

表など所狭しとして貼られている。ディレダワの学校であ

る。教師の子どもへの向き合い方は、日本と共通課題とし

て挙げられる。「発想力を高めること。」エチオピアでは情

操教育が重要視されている。発想は机上の学問では身に付

きにくく、芸術である音楽性・美術性を幼児期から養って

おくことで、輸出分野における商品開発等のアイデアが生

まれていくのだろう。加工技術をもつ日本も、それを牽引

していけるだけの情操教育が今後も必要だと思った。 

 

● 谷口 加恵 
フェアトレード会社サバハールを訪問して、社会の発展

について考えさせられた。全てを効率化し、AIの導入など

によって人間の仕事が代替されてゆくような事態が現実

に起こり始めている社会の発展は、本当に全ての人が住み

良くなる変化だということができるのだろうか。「人の手

間や時間をかけた製品に宿る『物語』が、商品の『価値』

を高める。」というキャシーさんの女性経営者としての理

念には共感できる。その姿勢を貫き、実践し、エチオピア

の市民の生活の変化を目前に見る幸福は、生きがいにつな

がるだろうと思う。私の携行品が、容易に代替物の見つか

らない「物語」のあるものばかりだったとしたら、生活が

より豊かに感じられると思う。みんなが「選択」すること

で、「価値」が見いだされる。安価で便利なものに価値を

見いだすのか、手間や時間のかけられた物語のあるものに

価値を見いだすのか。どちらを重視することがより多くの

人の幸福につながるのか。消費者としての行動責任は、日

本もエチオピアも共通した課題である。 

 

● 前地 直樹 
特に思ったことが２点。1点目が「文化の尊重とやるべ

きことのバランス」である。開発協力には、エチオピアの

伝統や考え方を尊重しながら日本人は協力していかなけ

ればならない。自分たちのやり方を押し付ける方法では絶

対にうまくはいかない。一方でエチオピア人としての良さ

でもある大らかさや緩やかさは、時として発展していく上

で欠点になりうる場合もある。人として共通してやるべき

こともある。相手に合わせることとやるべきことのバラン

スをお互いにコミュニケーションをとりながらやってい

く必要がある。２点目は「自国文化の尊重と他文化の尊重

のバランス」である。エチオピア人は、アフリカで唯一植

民地化もされていないし、長い歴史をもった国であるため

か、自国に誇りを持っている人が多いらしい。一方で、一

部かもしれないが、周りの国の人と肌の色が違うなどと言

っている人もいると聞いた。このような話は、エチオピア

だけでなく、日本でもどこでもよく聞く話である。愛国心

を持ち、自国の文化に誇りを持ちながらも、多文化や異質

なものを認める柔軟性を、これから今まで以上に直接接し

ながら生きていく社会になる我々はもっていく必要があ

ると思う。 
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◇ 同行ファシリテーター挨拶の後、①現地の言葉「アムハラ語」

と挨拶の仕方、②エチオピア基本情報、③エチオピアの文化、

④日本とのつながり、⑤教育課題、⑥民族問題、⑦現地研修で

の気づきについて、現地の写真および音楽と共に紹介した。 

 

 

 

◇ 実践のねらいとプログラムをまとめた「実践報告ポスター」と実践の教材、成果、写真などをもと

に、フォーラムに参加した人たちに、５6分間（１4分×4セッション）報告を行った。 

◇ 同行ファシリテーターによるチーム紹介後、次の流れで海外研修報告を行った。 

① エチオピアの場所等、基本情報を紹介 

② エチオピアの主食インジェラ試食とコーヒーセレモニー用茶器を使用したコーヒー試飲を参

加者に提供、エチオピアの特徴的な文化を紹介 

③ 日本とのつながりクイズ、エチオピアの教育課題、多民族国家が抱える民族問題、帰国後実践

例を、現地の写真と音楽と共に紹介 

◇ 会場内に「エチオピア展示コーナー」を設け、生活用品や現地の学校で使われている教科書などの

紹介を行った。 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書 
 

 

パラグアイ実践報告書の内容一覧 

1 大澤 健人 中学校２年生 １３時間
自分も世界も未来へ向かって
～パラグアイとの出会いから～

2 加藤 侑子 小学校１年生 ８時間 同じも　違うも　みんないい

3 久保田 真代 高校２年生以上 １０時間 世界が幸せになるために

4 榊原 早織 小学校３年生 ２３時間 行動しよう！　未来を変える　地球づくり！

5 野々山 尚志 小学校６年生 ２８時間 世界に学ぶ～届け幸せのメッセージ～

6 箱山 園江 高校３年生 ２時間 もしも私がカテウラにいたら

7 濱田 蒼太 中学校２年生 １２時間 夢見る力～自分の世界を広げる～

8 脇田 佐知子 小学校６年生 １１時間
みんなつながっている。

さあ、わたしたちも動いてみよう！
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［大澤健人］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［加藤侑子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［久保田真代］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［榊原早織］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 



 

88 
 

Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［野々山尚志］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［箱山園江］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［箱山園江］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［箱山園江］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［箱山園江］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 

Challenge for the dream
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［濱田蒼太］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［脇田佐知子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［脇田佐知子］ 

 
 

 

 

 

1

3 



 

 
110 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［脇田佐知子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［脇田佐知子］ 
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Ⅶ．パラグアイ実践報告書［脇田佐知子］ 

 

 

 

 



 

116 
 

Ⅷ．エチオピア実践報告書 

 

エチオピア実践報告書の内容一覧 

 

1 足立 友香 特支学校中学部３年 ２２時間 ひらけ！世界のとびら！

2 木村 智子 中学校３年生以上 ３時間
「知る」を「知る」

～knowledge is power to save the world ～

3 児玉 恵理 中学校２年生 ６時間
世界とのつながり

～日本で生きる自分と世界で生きるあなた～

4 三小田 京子 小学校３年生 ９時間 笑顔をふやそう！～違いを認めて～

5 白神 大典 中学校１､２年生 ８時間
誰かのことを想うとき、
あなたと世界の枠が外れる。

6 白木 純子 小学校４年生 １２時間 食から広がるＭＹ　ＷＯＲＬＤ

7 谷口 加恵 高校３年生 ４時間 「ものがたり」を知って豊かになるわたしと世界

8 前地 直樹 小学校４年生 ４時間 エチオピアを知り，自分を知る
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［足立友香］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［足立友香］ 

 

 

 



 

124 
 

Ⅷ．エチオピア実践報告書［木村智子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［木村智子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［児玉恵理］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［児玉恵理］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［児玉恵理］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［児玉恵理］ 
 

 

 

 



 

139 
 

Ⅷ．エチオピア実践報告書［三小田京子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［三小田京子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［三小田京子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白神大典］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白神大典］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白神大典］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白神大典］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白木純子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白木純子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［白木純子］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［谷口加恵］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［谷口加恵］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［谷口加恵］ 
 

 

 



 

165 
 

Ⅷ．エチオピア実践報告書［前地直樹］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［前地直樹］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［前地直樹］ 
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Ⅷ．エチオピア実践報告書［前地直樹］ 
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 
 

 

設問１：研修の満足度

設問２：本年度の実践時間

設問３；前年度に比べた開発教育・国際理解教育の実践時間の変化
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

設問４：実践内容の深まり度

設問６：学習者のより良い変化の内容（複数回答）

設問５：学習者のより良い変化度
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 
 

＜よかったこと＞ 

＜より良くするための提案＞ 

設問７：「事前研修」における「情報収集シート」作成への評価 
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

＜よかったこと＞ 

＜より良くするための提案＞ 

設問８：「事後研修」での実践プログラムづくりへの評価 
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 
 

＜良かったところ＞ 

＜より良くするための提案＞ 
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 
 

学びの３つの柱からみた実践内容の評価結果 

参加型・現地教材活用の実践度からみた実践内容の評価結果 
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